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一級建築士事務所 一級建築士登録　第128375号

FAX 0859-56-2988℡ 0859－ 56－ 2852鳥取県米子市淀江町佐陀66－ 1

松 田 建 築 事 務 所 松 田 俊 男

鳥取県知事登録05－ 353号

図面表紙

令 和 ６ 年 度

県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築）

県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築）

図面番号

A - 3

A - 4

A - 5

A - 6

A - 7

改修工事特記仕様書（2）

改修工事特記仕様書（1）

図面番号縮　　尺 縮　　尺図　面　名　称 図　面　名　称

改修工事特記仕様書（3）

改修工事特記仕様書（4）

A - 8

A - 9

A - 10

A - 11

A - 12

A - 13

A - 14

A - 15

A - 16

工事概要・配置図・付近見取図

図面番号 縮　　尺図　面　名　称

1/1000

管理教室棟　３階平面図

管理教室棟　４階平面図

管理教室棟　１階平面図

管理教室棟　２階平面図

1/200

1/200

1/200

1/200

1/50

1/50

1/50

1/50

【改修前・改修後】仕上表

【改修前・改修後】１階平面詳細図

【改修前・改修後】２階平面詳細図

【改修前・改修後】３階平面詳細図

【改修前・改修後】４階平面詳細図

【改修前・改修後】断面図 1/200

【改修前・改修後】矩計図(1) 1/50

EV - 1

EV - 2

EV - 3

EV - 4

EV - 5

EV - 6

EV - 7

EV - 8

昇降機設備工事特記仕様書（１）

昇降機設備工事特記仕様書（２）

配置図・付近見取図 1/1000

3階・4階 昇降路平面図

1階・2階 昇降路平面図

1/20

1/20

1/20,1/50昇降路断面図

1/20

1/15

昇降路部分詳細図

昇降機部分詳細図

S - 10

S - 11

S - 12

S - 13

1/50

1/50

S - 14

【改修前・改修後】4階構造伏図

【改修前・改修後】R階構造伏図

【改修後】構造伏図

S - 9 1/50

S - 8 1/50【改修前・改修後】2階構造伏図

【改修前・改修後】3階構造伏図

A - 23

A - 24

A - 25

A - 22

A - 19

A - 20

A - 21

【改修前】展開図 1/50

【改修後】展開図 1/50

1/200

1/200【改修前・改修後】1、2階天井伏図

【改修前・改修後】3、4階天井伏図

【改修前・改修後】 建具表・建具配置図 1/100,1/200

1/10,1/20,1/30部分詳細図

1/200区画壁等平面図

1/200参考仮設計画図

S - 5

S - 6

S - 4

S - 3

S - 2

S - 1 構造特記仕様書(1)

構造特記仕様書(2)・鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

構造特記仕様書(3)・鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)

構造特記仕様書(4)・鉄骨工作標準図(1)

構造特記仕様書(5)・鉄骨工作標準図(2)

構造特記仕様書(6)・Ｈ形鋼継手標準図(1)

S - 7 1/50【改修前・改修後】基礎伏図

1/50A - 1

A - 2 A - 18

A - 17 【改修前・改修後】矩計図(2)

【改修後】昇降路内 矩計図

1/50

1/50

1/10【改修後】部材リスト

omurakouji
米子西EVA２



・　建築塗装作業

・　シーリング防水工事作業
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一級建築士事務所 一級建築士登録　第128375号

FAX 0859-56-2988℡ 0859－ 56－ 2852鳥取県米子市淀江町佐陀66－ 1

松 田 建 築 事 務 所 松 田 俊 男

DRAWCHECK A-1NO.鳥取県知事登録05－ 353号

判断の基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和４年２月２５日変更閣議決定）」（環境省のホームページか

建　築　改　修　工　事　仕　様　書

ダウンロード可能）による。

て、監督職員と協議を行うものとする。

　　１．工　事　場　所

　　２．敷　地　面　積　　　　　　　　　　　㎡

　　４．建　物　概　要

　　３．地　域　地　区　　都市計画地域（ ・ 内 ・ 外）　市街化調整区域（・内　・ 外）

１．共通仕様

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書

　（建築工事編）令和４年版」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。ただし、改修標準仕様書に規定されている項

目以外は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版」（以下、「標準仕様

書」という。）による。

（２）　請負者は、建築基準法に基づく完了検査（中間検査含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料

等（報告書等）を用意する。

（３）　電気及び機械設備工事を本工事に含む場合、電気及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

２．特記仕様

（１）　項目は番号に○印のついたものを適用する。

・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

（　　）の内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）　Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目を示す。

（５）　関係法令（条例を含む）の改正等にり、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等につい

（６）　材料及び製造所等の記載は順不同である。

（２）　特記事項は ・印のついたものを適用する。

（３）　項目に記載［　　］の内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・印と ※印のついた場合は共に適用する。

Ⅰ．工　事　概　要

Ⅱ．建築改修工事仕様

項　　目章

適用基準等

官公庁その他への手続

［１．１．３］

電気保安技術者

［１．３．３］

工事安全計画書

［１．３．７］

発生材の処理等

［１．３．１２］

環境への配慮

［１．４．１］

特　　記　　事　　項

※　建築工事標準詳細図（令和４年版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（以下「標準詳

　細図」という）

※　建築改修工事監理指針（令和４年版）　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※　工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編（平成３０年版）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・　建築物解体工事標準仕様書（令和４年版）　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・　建築工事監理指針（令和４年版）　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

工事の施工に伴い必要な官公署、その他への手続き、検査並びにその費用は、本工事請負者の負担とする｡

担当技術者の職務を補佐し、当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務を行うものとする。

建築工事安全施工技術指針及び建設公衆災害防止対策要綱を参考に、工事安全計画書を監督職員に提出する。

・　引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

・　再生資源化を図るもの

・　ＰＣＢ含有シーリング材の調査・処理

・第一次判定

　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

　　採取箇所　　　※図示

　　採取箇所数　　計　　箇所

・第二次判定

　専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う。

　　分析個数　　　計　　箇所

・除去処理工事

　除去範囲　　　　※図示

・　せっこうボードの処理

・石綿含有せっこうボード　　　改修特記仕様書第９章による

・ひ素・カドミニウム含有せっこうボード

　・製造業者に回収委託

　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　　処分施設の名称・所在地（　　　　　　　　　　　　　　　）

・　石綿含有、ひ素・カドミウム含有以外のせっこうボード

　　　処分施設の名称・所在地（　　　　　　　　　　　　　　　）

化学物質を放散させる建築材料等

１）本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、次の

①から④を満たすものとする。

　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

　　その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上げ塗材は、

　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　② 接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　③ 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない

　　難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　④ ①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒド、アセ

　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

２）ホルムアルデヒド放散量の区分において、規制対象外とは次の①又は②に該当する材料を指す。

　① 建築基準法施行令第20条の第7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築

　　材料以外の材料

　②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

３）ホルムアルデヒド放散量の区分において、第三種とは次の①又は②に該当する材料を指す。

　① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

② 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）に基づく環境物品等の調達

の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（資材（材料及び機材を含む）の梱包及び容器は、

可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄時の負担軽減に配慮されていること。）に留意する

分析方法（定性） 分析方法（定量）

JIS A 1481-3又はJIS A 1481-4JIS A 1481-1又はJIS A 1481-2
材料名

工事種目 技能検定作業技能検定職種

材料の品質等

［１．４．２］

石綿含有建材の調査

［１．５．１］

施工数量調査

［１．６．２］

調査のための破壊部分

の補修

［１．６．３］

技能士

［１．７．２］

材料・機材等の品質及び性能

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能有する

　　ものとする。

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する

　　場合は監督員の承諾を受ける。

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製造業者等は、次の①～⑥の事項を満たす

　　ものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出して承諾

　　を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

　① 品質及び性能に関する試験データが整備されている｡

② 生産施設及び品質の管理が適切に行われている｡

③ 安定的な供給が可能である｡

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得している｡

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性がある｡

⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられている｡

５）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

現場発泡断熱材床型枠用鋼製デッキプレート

鉄骨柱下無収縮モルタル フリーアクセスフロア

可動間仕切無収縮グラウト材

乾式保護材 移動間仕切

トイレブース既調合モルタル

ルーフドレン 煙突用成形ライニング材

天井点検口吸水調整材

錠前類 床点検口

グレーチングクローザ類

自動扉機構 屋上緑化システム

トップライト自閉式上吊り引戸機構

重量シャッター ポリマーセメントモルタル

既調合目地材軽量シャッター

オーバーヘッドドア 鋳鉄製ふた

防水剤

調査

　※石綿含有建材の事前調査

　　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う

　　　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・分析による石綿含有建材の調査

　　分析対象

　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

　　　トレモライト

　　分析方法

　・ 　　箇所

　・ 　　箇所

　・ 　　箇所

　・ 　　箇所

　・ 　　箇所

　・ 　　箇所

　　　材料が仕上塗材の場合は、層ごとの分析を行うこと

　　　サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

　　　採取箇所　・ 図示

調査方法　※テストハンマーによる打診及び目視　・図示　　

　外壁調査は、外壁改修フローに対応する外壁面のひび割れ、浮き、欠損部、内部まで貫通したひび割れ

　及び雨漏りの有無についての位置及び数量（幅、長さ、面積）の調査を行う

　屋根調査は、防水面のひび割れ、浮き、欠損部、目地欠損部及び雨漏りの有無についての位置及び数量

　（幅、長さ、面積）の調査を行う。

　また、その報告書は、調査結果を立面図等に記載し集計表を添えて監督職員に２部提出する（必要に応

　じて写真等を添付する。）

補修方法　　※　図示　　

下表により適用する技能士は、適用する工事作業中、１名以上の者が自ら作業をするとともに、他の技

また、その技能士はその者が技能士であることがわかる名札（下図参考）を常時着用する

仮設工事

防水改修工事

外壁改修工事

建具改修工事

内装改修工事

・　アスファルト防水工事作業

・　ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・　アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・　合成ゴム系シート防水工事作業

・　塩化ビニル系シート防水工事作業

・　セメント系防水工事作業

・　改質アスファルトシートトーチ工法

　　防水工事作業

・　ＦＲＰ防水工事作業

・　鋼製下地工事作業

・　プラスチック系床仕上工事作業

・　カーペット系床仕上作業

　　（２級及びプラスチック系仕上げ工事

　　　作業を含む）

・　ボード仕上げ工事作業

内装仕上施工

防水施工

・　とび作業

・　樹脂接着剤注入工事作業

・　左官作業

・　タイル張り作業

・　ビル用サッシ施工作業

・　ガラス工事作業

・　自動ドア施工作業

・　木製建具加工作業

・　建築フィルム作業

・　大工工事作業

・　内外装板金作業

・　壁装作業

・　左官作業

・　タイル張り作業タイル張り

左官

表装

建築板金

建築大工

ガラス用フィルム施工

建具製作

自動ドア施工

ガラス施工

サッシ施工

タイル張り

左官

樹脂接着剤注入施工

とび

１
　
一
般
共
通
事
項

塗装

延べ面積(㎡）建築面積（㎡）名　称番号 工事種別 構造 階数

・ コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

・再資源化（再資源化施設）　　　　・ 最終処分（管理型最終処分場）

（技能士：職業能力開発促進法による一級技能士又は単一等級の資格を有する者）

能者に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行う

１
　
一
般
共
通
事
項

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

１
　
一
般
共
通
事
項

調査範囲　※外壁（庇、笠木共）　・屋根　　・ 図示

米子市大谷町

118,038

用途地域（ 　　　　　　　　　 　）　防火地域（　　　　　 　）第一種中高層住居地域 法第22条地域

県立米子西高等学校管理教室棟1 改修 RC造 4

県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築）

改修工事特記仕様書（1）

8,217.93㎡

耐震改修工事 ・　とび作業

・　構造物鉄工作業鉄工

コンクリート圧送施工

型枠施工

鉄筋施工

とび

・　鉄筋組立作業

・　型枠工事作業

・　コンクリート圧送工事作業

□　技　能　士

写真（30×40）

55
　
ｍ
ｍ

90　ｍｍ

　《技能士名札参考図》

１）測定対象室のホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンの室内濃度を測定

　　し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告する。

　　測定対象室（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２）パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う。

①３０分間換気

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放し、３０

分間換気する。

②５時間閉鎖

①の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押し入れ等の収納

部分の扉は開放したままとする。

③測定

イ　②の状態のままで測定する。

ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、２４時間測定が行えな

い場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が測定時間帯の中央

となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する。

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

④分析

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する。

⑤その他

監督職員から測定方法に関する注意事項等の指示を受ける。

下記のものを監督職員に提出する。

　・　

　・　パネル

　・　電子データ又はネガの提出［工事記録写真］　　（　・　要　・　不要）

　・　電子データ又はネガの提出［完成写真］　　　　（　・　要　・　不要）

下記のものを監督職員に提出する

※　ＣＡＤデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　式

※　原図の大型コピー（白焼）の２つ折製本　　　　　　　　　　　２　部

※　縮小版２つ折製本（Ａ４版）　　　　　　 ２　部

・　複写　縮小版Ａ３バラ焼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

完成図の種類及び内容（改修前後の状態が分かるように整備する）

・　案内図・配置図　：　配置図には外構整備、屋外給排水系統図含む

・　原図ケース・製本図面の背表紙に「施設コード・部局名称」ラベルを貼付ける

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

　・　コンクリート壁、床、梁貫通部

　・　埋込型機器取付用の天井

　　　壁の切込加工、下地の補強

　・　自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及び

　　　ドアクローザ、フロアヒンジ

　・　テレビアンテナ

　・　機器類のコンクリート基礎

コンクリート、モルタル等の撤去部分の境目は、原則としてダイヤモンドカッター切りとする。

　ダイヤモンドカッター切り深さ（※30㎜程度　　・　　　　　）

化学物質の濃度測定

［１．７．９］

完成写真

完成時の提出図書

［１．９．１、２］

設備工事との取り合い

備考区　　分 分類・規格 撮影箇所

　各工種の工程毎　カラーサービス判　※　工事記録写真

　カラーキャビネ判

　カラー

　カラーサービス判　※　完成写真

部数

１部

２部

　部

　・　内部　　箇所

　・ 四ﾂ切　　箇所

　・　半切　　箇所

　・　全紙　　箇所

　　　　　　　設備工事との取り合い

　・　照明器具・幹線等の吊りボルト

　・　鉄骨造の開口及び補強

　・　軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

　・　埋込分電盤・端子盤・プルボックスの

　　　仮枠及び埋込部分の補強

　・　ＯＡフロア・フリーアクセスフロアの切込み及び補強

　・　電気室、自家発電室などの基礎及びピット（蓋を含む）

・　改修概要図　：　改修概要、部位等を表示する

・　平面図　：　室名、耐震壁（防火壁）、避難施設等を表示する

・　その他　：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　断面図　：　階高、天井高等を表示する

・　立面図　：　外壁仕上、補修範囲等を表示する

・　仕上表　：　屋外、屋内（各階）の仕上表を表示する

・　構造図　：　杭、構造躯体等を表示する

※　原図Ａ１版又はＡ２版（設計図の第２原図訂正不可）　　　　　１　部

　・　天井点検口

　補強

　開口

　仮枠

　補強

　切込

　補強

　基礎

　アンカーボルト

　屋内・屋外設置

　屋上設備

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

地表面粗度区分　・　Ⅰ　　・　Ⅱ　　・　Ⅲ　　・　Ⅳ

積雪区分　平成12年5月31日建設省告示第１４５５号　別表（　　　　）

下記のものをＡ４版ファイルに製本して監督職員に提出する。

・　主な主要資材、機器等のメーカー及び施工者一覧表

・　

工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするため火災保険等に加入する。

（保険の加入期間は、工事完成引き渡しまで（概ね工期＋21日）とする。）

適用区分

保全に関する資料
［１．９．３］

火災保険等

基準風速　　Ｖｏ＝　３０　ｍ／ｓ

技能士の種別

技能士の級の別

技能士本人の住所

名札の発行元

技能士の職種により色を変えることも可

職　種

級　別

氏　名

血液型

勤務先

自　宅

　　建築大工

　　１級

　　○山○夫

　　○型

　　○○工務店

　　鳥取市
発行　　○○○○○○会

建　築 電　気 機　械

・※

・ ※

※

・

・

・

※

※

・

※

※

※

※

・

※

・

※ ・

※

・

※

・

・

・

・

※

・

・

※

※

※

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※

・

・

※

・

・

※

　・ パラジクロロベンゼンを追加して分析を行う

・　建築物の保守に関する説明書、指導案内書

・　官公署届出書類（保守に必要とするもの）

・　保証書

・　機器性能試験成績書及び取扱説明書

撤去部分

12

13

14

15

16

17

18

19

　・　外部　　箇所

　・　外部　　箇所

　・　内部 ４ 箇所

塗装改修工事

鉄骨工事 鉄工 ・　構造物鉄工作業

・　とび作業とび

塗装 ・　建築塗装作業

環境配慮改修工事

路面表示施工

・　建築配管作業

・　溶解ペイントマーカー工事作業

・　加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・　造園工事作業造園

配管

※　対象工事　　・　非対象工事建設リサイクル法21

鳥取県公共事業環境配慮指針　　※　対象工事　　　・　非対象工事　　　　　　　　環境配慮20

※　対象工事　　・　非対象工事

※　対象工事　　・　非対象工事

鳥取県福祉の

まちづくり条例

建築物省エネ法

景観形成条例 ※　対象工事　　・　非対象工事

22

23

24

２
　
仮
設
工
事

騒音・粉じん等の対策

［２．１．３］

足場その他

［２．２．１］

［表２．２．１］

既存部分の養生

［２．３．１］

仮設間仕切り

［２．３．２］

監督職員事務所

［２．４．１］

表示板

工事用水

工事用電力

工事用仮設物

工事現場の
イメージアップ

騒音・粉じん等の対策　・防音パネル　　・防音シート

防音パネル、防音シートを取り付ける足場の設置範囲

※　工事に必要な範囲　　・　

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置き方式又は（３）

手すり先行専用方式により行う。

　材料、撤去材等の運搬方法　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種　　・　Ｅ種

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段（　　　　　　　）

養生方法等

・固定された家具等（備品、机、ロッカー等）の移動　※行う（図示）　　・　

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれがある場合は養生を行う。また、万一損傷を与えた場合は、

受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

仮設間仕切り及び仮設扉の設置個所　※図示　　・　

仮設間仕切りの種別と材質等

　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　図示　　　

　Ａ、Ｂ種の仕上げ材　※石こうボード（GB-R　厚さ9.5mm）　　・合板（普通合板　厚さ9mm）

　Ａ、Ｂ種の片面への塗装等　・行う　　※行わない

　Ａ種のグラスウール等の充填材　

　※　行う（JIS A 6301グラスウール吸音材２号32K 厚50㎜）

　・　行わない

仮設扉の種別　※木製（合板張り程度）　　・　

※　設ける　　　　　㎡程度　　・　設けない

現場に設置する備品等は、現場説明書の施工条件明示事項による。

・　既存建物内の一部を使用する（場所　　　　　　　）

・　構内に新設する　規模（　　　　　　㎡）

　　　　　※　工事表示板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　お願い表示板

記入要領
１．書体は角ゴシックとする。

２．お願い表示板は平易な表現及び内容とし、

　　監督職員が指示するものとする。

構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

構内既存の施設　　・　利用できない　　・　利用できる

　工事名　○○○○○○新築工事

　構造・規模　鉄筋コンクリート造　○階建

　　　　　　　延べ面積○○○○ｍ２

　工事期間　平成○年○月から○年○月まで

　設計者　○○○○○○設計

　監理者　○○環境建築局　建築住宅課

　　　　　○○○○○○設計

　施工者　○○○○○建設

　　連絡先昼間　○○－○○○○

　　　　　夜間　○○－○○○○

　　現場責任者　○○　○○

　鳥取県○○総合事務所環境建築局

　　　建築住宅課　営繕設備担当

　　　　　連絡先　○○－○○○○

　地色　白

　地色
　マンセル記号
　５ＹＲ６．５／１１

９００

１
，
２
０
０

１，２００

　令和○○年○月工事完成予定

簡単なパース、又は立面図を掲載する

（拡大カラーコピーを張り付けてもよい）

　事業の目的

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　現在の進捗率○○％

　事業協力のお願い

　　　工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解と

　　ご協力よろしくお願いします。

　　　　　　　建築住宅課　営繕設備担当

　　　　　　　ＴＥＬ　○○－○○○○

　施工者　○○○○○○建設

　　　　　連絡先　　ＴＥＬ　○○－○○○○

　発注者　鳥取県

　　　　　連絡先　　鳥取県○○総合事務所環境建築局

地色白

１
，
６
０
０

建　築　工　事　中 御 通行 中の 皆様 へ

　防護シート　・ 設置する（範囲　※工事に必要な範囲　　・　　　　　　　）　　・設置しない

　外部足場 　 ・ 設置する（範囲　※工事に必要な範囲　　・　　　　　　）　 　 ・設置しない

　地色　白

５ＹＲ６．５／１１

　地色
マンセル記号

地色白

　内部足場　・ 設置する（※脚立、足場板等　・　　　　　　　）　　・設置しない

・ 既存部分の養生方法　※ビニルシート、合板等による　　

・ 既存家具、既存設備等の養生方法　※ビニルシート等　　・　

１

２

３

４

５

６

７

８

10

　　　　　　　　　　　　　　 　保管場所　※構内既存施設内　　・　

・ 既存ブラインド、カーテン等の養生方法　※ビニルシート等（取外し再取付けを行う）　　・　

埋戻し及び盛土

（３．２．３）
（表３．２．１）

材料及び工法

※　標準仕様書 表3.2.1による種別

　　　　（品質：粗粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。））

建設発生土の処理

（３．２．５）

※　構外指示の場所に処分（現場説明書の施工条件明示による）

３
　
土
工
事

９

１

２

　 ・ Ａ種　適用場所（　　　　　）

・ Ｂ種　適用場所（　　　　　）

・ Ｃ種　適用場所（　　　　　）　土質（　　　　　）　受渡場所（　　　　　）

・ Ｄ種　適用場所（　　　　　）

・　構内指示場所に敷き均し

・　構内指示場所に堆積

　 ・　（材料：　　　　　　　工法：　　　　　　　）

　部

　部

　部

omurakouji
米子西EVA２



SCALE

NAME

TITLE

TOTAL

一級建築士事務所 一級建築士登録　第128375号

FAX 0859-56-2988℡ 0859－ 56－ 2852鳥取県米子市淀江町佐陀66－ 1

松 田 建 築 事 務 所 松 田 俊 男

DRAWCHECK NO.鳥取県知事登録05－ 353号 A-2

改修工法

［５．１．３］

防火戸

［５．１．４］

・適用する　指定箇所（※建具表による　　・　　　　　　　）

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸とヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動

　※連動させる　適用場所（・建具表による　　・　　　　　　　）

　・連動させない

２

アルミニウム製建具

［５．２．２～５］

［表５．２．２］

防犯建物部品

［５．１．７］

４

建具見本の製作

［５．１．５］

３ ※製作しない　　・製作する（納まり等が分かる程度のもの　　・　　　　　　　）

性能等級

・耐風圧等の等級（　　　　　）、気密等の等級（　　　　　）、水密性の等級（　　　　　）

※改修標準仕様書5.2.1による種別

　　　　　　　　　 ・ Ｂ種（建具符号：　・全て　　・建具表による　　・　　　　　　）

　　　　　　　　　　・ Ｃ種（建具符号：　・全て　　・建具表による　　・　　　　　　)

　防音ドア、防音サッシ　　　　　　　遮音性の等級（　・　　　　　）

（建具符号：　・建具表による　　・　　　　　　）

　断熱ドア、断熱サッシ　Ｇ 　　　　断熱性の等級（　・　　　　　）

　耐震ドアセット　　　　　　　　　 ・面内変形追随性の等級（　・　　　　　）

（建具符号：　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号：　・建具表による　　・　　　　　　）

　　　　　　　　　着色　※標準色（　　　　　）　　・特注色（　　　　　）

※製造所　建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿に記載されている製造所

　水切り板、ぜん板　※図示　　・

　結露水の処理方法　※図示　　・

　　　　　　　　　着色　※標準色（　　　　　）　　・特注色（　　　　　）

表面処理

枠の見込み寸法　※建具表による　　・　　

ステンレス鋼板の材料　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

網戸等

［５．２．３］

［５．3．３］

・ ガラス繊維入り合成樹脂製

・ ステンレス(SUS316)製

※合成樹脂製

材種種類 線径 網目

・防鳥網 ステンレス(SUS304)線材

外部に面する建具　・ Ａ種（建具符号：　・ 建具表による　　　　　 　・　　　　　　）

コンストラクションキーなどのキーシステムが構築できるものとする。

　デッドボルトの出寸法は17mm以上とする。 鍵付きのものはマスターキー、グランドマスターキー、

（品質）

・錠前類（シリンダー箱錠及びシリンダー本締り錠）

握り玉､レバーハンドル､押板類､クレセントの取付け位置　・建具表による

樹脂製建具に使用する丁番　※改修標準仕様書 表５.７.３による　　・　

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　※改修標準仕様書表５．７．２による　　・　

金物の種類及び見え掛かり部の材質等　※改修標準仕様書 表５．１．１及び適用は建具表による　　・　

金物の種類・見え掛り部の材質等建具用金物

［５．8．２，３］

　 は、シリンダが回転しないこと。（キーに加えるトルクは、150N･cmとする）

　 ある。また、未使用の合鍵でシリンダが回 転でき、かつ、1箇所1段差浅い刻みをもつ異なるキーで

　4)キーの抜き差し繰り返し試験（10万回）を行なった後、キーの抜き差 しに要する荷重は10 N以下で

　であり、施解錠操作に支障がない。

　3)キーによる施錠機構の施解錠繰り返し試験（10万回）を行なった後、 試験前の回転トルクの2倍未満

　 の評価は、シリンダだけの回転トルクが10N･cm以下とする。

　　未満であり、施解錠操作に支障がない。（シリ ンダ本締り錠のみ）シリンダ単体の施解錠繰り返し

　2)キーによるデッドボルトの施解錠繰り返し試験（10万回）を行った後、 試験前の回転トルクの2倍

　　操作力及びラッチング力が試験前の2倍未満であり、動作に支障がない。

　1)（シリンダ箱錠のみ）ラッチボルトの開閉繰り返し試験（40万回）を行った後、ハンドルでの開閉

　使用頻度による 性能

（性能）

　　強度を持つものとする。

　　ス鋼製とし、トロヨケは厚さ1.6mm以上の鋼板の一体絞りとする。又はストライクの強度と同等以上の

　5)(シリンダ本締り錠はグレード3以上の彫込錠の場合）ストライクプレートの厚さ1.5mm以上のステンレ

　　ボルトを通過した状態)にならないこと。

　4)デッドボルトの側圧強度(衝撃荷重)試験(58.5J)の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態(加圧板がデッド

　　の突出量が8mm未満）にならないこと。

　3)デッドボルトの押込み強度(衝撃荷重)試験(58.8J)の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態（デッドボルト

　2)デッドボルトの側圧強度試験(10KN)を行った際、加圧板がデッドボルトを通過しない。

　　以上であること。

　1)デッドボルトの押込み強度試験(10KN)を行った後、荷重を除いたときのデッドボルトの出寸法は8mm

　外力に対する性能

　使用扉の質量に対する性能（シリンダ箱錠のみ）

　1)ラッチボルトの側圧強度試験(4KN)を行い、荷重を除いたとき、ハンドル操作及びラッチングに支障が

　　ない。

　2)レバーハンドルのねじり強度試験(3.5KN･cm)を行った後、トルクを除いたとき､ハンドルが正常に作動

　　していること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に

　　支障がない。

　3)握り玉のねじり強度試験(3KN･cm)をおこなった後、トルクを除いたとき、握り玉が正常に作動してい

　4)ハンドルの引張強度試験(2KN)を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。また､

　5)ハンドルの垂直荷重強度試験(2KN)を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。

　　施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。

　　ること。また、施錠時握り玉が固定される錠は、施錠状態が維持され､かつ､施解錠操作に支障がない。

　　また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。

　鍵

　1)かぎ（鍵）数は、1.5万以上とする。ただし、異なるキーウェイ形状であっても、共通のキーセクショ

　　ンが存在する場合は、有効かぎ（鍵）違い数とみなさないものとする。

　2)同一タンブラーの使用数は、60%以下とする。また、6本タンブラーにおいては、キーの同一刻みは、

　　最大2連続までとしていること。

　　試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物-錠-第1部：試験方法）による。

初
期
値

温度依存性(℃)

性能試験項目

区分

閉じ速度(秒)

45以上

35以上

25以上

15以上

10以上

5以上

ス
ト
ッ
プ
力（

注
２）

ストップ入力

)

ストップ解除

力

5以上

10以上

15以上

25以上

35以上

45以上45以上

45以上

40以上

35以上

30以上

30以上

効率(％)

100N･m以下

3N･m以上

－

45以上

45以上

40以上

35以上

30以上

30以上

効率(％)閉じﾓｰﾒﾝﾄ(N･m)閉じﾓｰﾒﾝﾄ(N･m)

45以上

35以上

25以上

15以上

10以上

5以上

閉じﾓｰﾒﾝﾄ(N･m)

10N･m以上

100N･m以下

－

１

２

３

４

５

６

番手Ｇ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
２

閉
じ
力
及
び
効
率
に
よ
る
区
分(

注
１)

（

注
１）

（

注
２）

・錠前類（レバーハンドル）

（性能）

　ねじり強度

　レバーハンドルのねじり強度試験(3.5KN･cm)を行った後、トルクを除いたとき、ハンドルが正常に作動

　していること。また、施錠時ハンドルが固定される際は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に

　師匠がないこと。

　引張り強度

　ハンドルの引張強度試験(2KN)を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。また、

　施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。

　試験方法は、JIS A 1541-1-2006及びJIS A 1541-1（建築金物-錠-第1部：試験方法）による。

　垂直荷重強度

　ハンドルの垂直荷重強度試験（2 KN）を行い、荷重を除いたとき、ハン ドルが正常に作動している

　こと。また、施錠時ハンドルが固定される錠 は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がな

　いこと。 試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方法）による。

・クローザー類

（品質・性能）

　　 ③フロアヒンジ　　②ヒンジクローザ　　 ①ドアクローザ

－

－

－

－

－

　する。

Ｇ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
２

Ｇ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
２

Ｇ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
２

（試験方法）

2)試験ﾄﾞｱの質量は､1番手は25kg､2番手は40kg､3番手は60kg､4番手は80kg､5番手は100kg､6番手は120kgと

　ジクローザ）に規定する試験方法による。

1)性能試験は、JIS A 1510-3（建築用ドア金物の試験方法-第3部：フロアヒンジ、ドアクローザ及びヒン

Grade１を選定する場合は、図示による。

注２　ｺﾝｼｰﾙﾄﾞ型は右記の閉じﾓｰﾒﾝﾄの50%程度までとする。

注１　ﾊﾟﾗﾚﾙ取付けは、右記の閉じﾓｰﾒﾝﾄの70%程度までとする。

耐久試験後±6mm以内

10万回

－

－

－

30万回

－

－

20万回

開閉回数）

回数（繰返し

耐久性の試験

繰返し開閉後の

戸閉鎖位置(mm)

－

（秒）
ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞｱｸｼｮﾝ性能 満足していること。

耐久試験後も上記初期値を繰返し開閉後の

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

（秒）
ﾊﾞｯｸﾁｪｯｸ性能

繰返し開閉後の

耐久試験後も上記初期値を満足していること。
閉じ速度(秒)
繰返し開閉後の

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

(％)

後の効率

繰返し開閉

ﾒﾝﾄ(N･m)

耐
久
性

鍵

[５．8．４]

初
期
値

効率(％)

30以上

30以上

35以上

40以上

45以上

45以上

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

満足していること。 満足していること。 満足していること。後の閉じﾓｰ

繰返し開閉 耐久試験後も上記初期値を 耐久試験後も上記初期値を 耐久試験後も上記初期値を

ドア開扉方向に荷重60N/㎡

を開扉50°から負荷する。

ﾊﾞｯｸﾁｪｯｸ開始角度(70～85°

から更に20°まで開く間の

時間は0.8秒以上としてい

ること。

8N･m以上

但しｺﾝｼｰﾙﾄﾞ型は200N･m以下

60N･m以下

緩衝油の流動点は、JIS K 2259(原油及び石油製品の流動点並びに石油製品量り点

試験方法)により測定し、-15℃以下であること。

調整できること。

常温(5～35℃)無風状態において、開扉(70°)から全閉(0°)までの時間を5～8秒に

バックチェック性
能(秒)

(バックチェック

機能を有する機

種のみ適用)

ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞｱｸｼｮﾝ性能
(秒)

ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞｱｸｼｮﾝ解除

角度(60～75°)

(ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞｱｸｼｮﾝ機

能を有する機種の

み適用)

戸の開閉位置

(中心吊り込み両

自由のみに適用)

開扉90°の位置からﾃﾞｨﾚｰﾄﾞ

ｱｸｼｮﾝ解除角度までの時間

が10秒以上確保でき、また、

その時間の調整が可能であ

ること。

　壁部分の開口の開け方　※図示　　・　

　新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示　　・　

建具の種類 適用箇所

・

・ ・

・ ・

・ ・

・ アルミ製建具

・ 樹脂製建具

・ 鋼製建具

・ 鋼製軽量建具

・ ステンレス製建具

新規に建具を設ける場合

・ 建具表による　　・　

・ 建具表による　　・　

・ 建具表による　　・　

・ 建具表による　　・　

・ 建具表による　　・　

・ 建具表による　　・　

・ 外部

・ 内部

６

１

５

５
　
建
具
改
修
工
事

11

５
　
建
具
改
修
工
事

12

・

撤去工法かぶせ工法

・ 適用する　適用箇所（※建具表による　　・　　　　　　　）

・ 防虫網 ※16～18メッシュ

・

網目寸法15mm

※0.25mm以上

・

1.5mm

外部に面する建具　種別　・ BB-1種　　・BB-2種　 ・ 　

屋内の建具　　　　種別　・ BC-1種　　・BC-2種　　・

鍵箱　　　　　　・設ける　（　　　組用　組）　・ 設けない

・

・

・適用する

・適用しない

間伐材等

他の部位との取り

合い等

［６．１．３］

既存床の撤去及び

下地補修

［６．２．２］

既存壁の撤去及び
下地補修

［６．３．２］

※２種　

･

※上小節

※小節以上

･

･

※１等

　

※A種

・B種

・

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない造作材の場合

（　　　　　　）

Ｇ

化粧薄板 :

※１５％以下　・　化粧薄板 :

芯材 :

・適用する・有り（加工　・天然木加工 ・塗装加工）

・JAS 0701以外の造作用単板積層材

・適用する

・適用しない

・有り

（加工　・天然木加工　 ・塗装加工）

広葉樹

針葉樹

※2等以上　・1等・２類

※１類※5.5

※C-D以上

・　　

※１類

・特類

※2級以上

・1級

※12

・適用する※１類　　※特類

・適用する※１類　　・２類

６

５

製材　Ｇ

[６．５．２]

造作用集成材

［６．５．２］

造作用単板積層材

［６．５．２］

Ｇ

床張り用合板等

［６．５．２］

３

４

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁面及び床の改修範囲

　※既存のまま　　・図示

合成樹脂塗床材の除去工法　・機械的除去工法　　・目荒し工法

既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ樹脂モル

タルは、4章外壁改修工事による。

改修後の床の清掃範囲　※改修部の端部より１ｍ程度　　・　

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

　※改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り

　　（仕上げ厚又は全厚25mmを超える場合の処置　※図示　　・　　　　　）

ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・　　

※木材のうち、杉、桧及び松は、「鳥取県産材産地証明制度」の認証を受けたものを使用する。

・JAS 1083-6　製材－第６部に基づく広葉樹製材

・JAS 1083（製材）以外の製材

ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・　　

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・　　

・JAS 0701に基づく造作用単板積層材

ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・　　

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 Ｇ

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板 Ｇ

既存天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修

　※壁面より両面600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げとする　　・図示　

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げとする　　・図示

ビニル床シート等の撤去　※仕上げ材のみ（接着剤共）

　　　　　　　　　　　　・下地モルタル共（・図示の範囲　　・撤去範囲全て）

※Ａ種 ･Ｂ種

･

･

･

※Ａ種 ･Ｂ種

※Ａ種 ･Ｂ種

※10%以下　・Ａ種

施工箇所 寸法(mm) 等級 含水率
間伐材等

の利用

保存

処理
形状

施工箇所 寸法(mm) 等級 形状 含水率
保存

処理 の利用

形状 含水率等級寸法(mm)樹種施工箇所
間伐材等保存

処理 の利用

・　

・　

・　

・　

・Ｂ種　　･

・　

施工箇所 樹種 寸法(mm) 材面の品質 防虫処理 難燃処理 含水率
間伐材等

の利用

(※A種 ・B種)

見付け材面の品質見付け材面数樹種名 寸法(mm)品名施工箇所

※１等　　・２等

間伐材等の適用

・　

・　※１等

施工箇所 品名 樹種名 寸法(mm)
の厚さ(mm) 材面数 の品質 の適用

間伐材等見付け材面見付け化粧薄板

・２等芯材 :

間伐材等の適用含水率見付け材面の品質寸法(mm)樹種施工箇所

・　※１５％以下　・　

・　

間伐材等の適用含水率寸法(mm)樹種施工箇所
化粧薄板 見付け材

面の品質の厚さ(mm)

・　

・　

品名 寸法(mm) 表面の化粧加工 防虫処理 間伐材等の適用

・適用しない・無し（等級：　　　　　　 ）

品名 寸法(mm) 表面の品質 防虫処理

・無し（　　　　　　　　　　　　）

・　

間伐材等の適用

※ 14%以下

含水率

品名 種別 樹種名 寸法(mm)
の利用

間伐材等強度性能

（使用環境）

曲げ強度

（強度等級）

施工箇所

施工箇所

施工箇所 防虫処理 難燃処理 防炎処理
厚さ

(mm)

単板の

樹種名

接着の

程度
板面の品質

間伐材等

の適用

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

（　　　　）

・適用しない

施工箇所 板面の品質 防虫処理 強度等級
有効断面

係数比

厚さ

(mm)
等級

単板の

樹種名 程度

接着の 間伐材等

の適用

・

・

・

・

施工箇所 厚さ(mm) 単板の樹種名 接着の程度 防虫処理
間伐材等

の適用

・適用しない

防虫処理接着の程度厚さ(mm)施工箇所

・適用しない

間伐材等化粧板に使用する

単板の樹種名 の適用

・適用する※１類　　・２類 ・

・適用しない

間伐材等

の適用
防虫処理化粧加工の方法表面性能接着の程度厚さ(mm)

※15 ※Ｐ又はＭ※13タイプ

表裏面の状態

による区分

難燃性

による区分

耐水性

による区分

曲げ強さ

による区分

厚さ

(mm)

・　　 ・　　

９

等級厚さ(mm)施工箇所

・ １級　　・ ２級　　・ ３級　　・ ４級

施工箇所
厚さ

(mm) による区分

表裏面の状態

による区分

曲げ強さ 接着剤

による区分

難燃性

による区分 の適用

間伐材等

保存処理性能区分適用部材

・　Ｋ２　　※　Ｋ３　　・　Ｋ４

適用部材 処理の方法

８ ・防腐、防蟻処理を省略できる樹種による製材

　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・ミディアムデンシティーファイバーボード（ＭＤＦ） Ｇ

・構造用パネル

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板 Ｇ

施工箇所

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・合板等の加圧注入処理等の適用

　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

野縁等の種類

　屋外（ ※ 25形　 ・ 19形）　 屋内（ ※ 19形 　・ 25形）

・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等

既存の埋込みインサート　・使用する　　・使用しない

あと施工アンカーの確認試験

　・行わない

・ 吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

　 補強方法 ※ 図示 ・　　

・ 天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

・ 天井 のふところが3.0mを超える場合

スタッド、ランナの種類

　※改修標準仕様書表6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　・　図示

スタッドの高さが５．０ｍを超える場合　※　図示

出入口及びこれに準ずる開口部の補強　※　標準仕様書14.5.4(5)による　　・　

※接合部の処理（工法　※　熱溶接工法　　・　　　　　）　　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　）

特殊機能

※ 2.0

・ 2.5

・ 3.0

・帯電防止

・防滑性

・300×300

・450×450

・500×500

・ 無地

・ 柄物

　※ＫＴ

　　　　　 ・ 　　

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

ホルムアルデヒド放散量

※ Ｆ☆☆☆☆ ・

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

・　図示　　・　

材質の種類　※軟質　　・硬質

厚さ(mm)　※1.5以上　　・

材質の種類　※単層品　　・複層品

色柄　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

厚さ(mm) ・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0

寸法(mm)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ビニル床タイル　Ｇ

［６．８．２］

接　　着　　剤

［６．５．３、４］

［６．８．２］

［６．９．３］

［６．１１．４、５］

ビニル幅木

［６．８．２、３］

ビニル床シート

軽量鉄骨壁下地

［６．７．３、４］

[表６．７．１]

ゴム床タイル　

［６．８．２］

［６．８．２］

防腐・防蟻処理

［６．５．５］

軽量鉄骨天井下地

［６．６．２～４］

　　　　　　　・　図示

　　　　　　　　　交通省告示第771号）第3第2項第二号に適合させる。

　　補強方法　※　「特定天井及び特定天井の構造耐力上安全な構造方法を定める件」（平成25年 国土

　　補強箇所　※　高さが６ｍを超える天井、それ以外は図示　　・　

・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強

　補強方法　※ 改修標準仕様書6.6.4(8)による　・図示

　 補強方法　※ 図示　・　　

　工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・ 1　　・ 1.15　　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

　野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　・ 図示　・　　

　周辺部の端からの間隔　・ 図示　・　　

　野縁の間隔　・ 図示　・　　

種類の記号 色柄 備考厚さ(mm)

　・帯電防止

　・耐動荷重性

　・防滑性

特殊機能

　　　　　　 又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度
7 10

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

備考厚さ(mm)特殊機能寸法色柄種類の記号

　・ＦＯＡ　　・ＦＯＢ

　・ＴＴ　　・ＦＴ

　　　　　 ・ 　　

　　　　　　 又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度
7 10

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

特殊機能

６
　
内
装
改
修
工
事

１

２

７

・ JAS 1083-5　製材－第５部に基づく下地用製材

樹種

樹種

・　JAS 1083-2　製材－第２部に基づく造作用製材

施工箇所

・ 普通合板 Ｇ

※C-D以上　・　　

・ 構造用合板 Ｇ

施工箇所

・ パーティクルボード Ｇ

６
　
内
装
改
修
工
事

10

11

12

13

14

15

※標準仕様書12.3.1(ｲ)(b)①～④による新設1階床組み

・ 薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

　・ 行う（試験箇所数　※屋内の場合　当該階において3箇所　　・　　　　　）

　　　　（確認強度　※改修標準仕様書6.6.4(1)(ｳ)による　　　・　　　　　）

　・ 無地

　・ マーブル柄

　・ 柄物

・ 適用する

・ 適用しない

・ JAS 3079に基づく直交集成材（ＣＬＴ）

　※ ＦＳ

　・ ＫＳ

　※ 2.0

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

・

・

・

県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築）

改修工事特記仕様書（2）

・

・

高さ(mm) ※60　　・75　　・ 100

・ 2.5

鍵の製作本数　　※ 各室３本１組（室名札付き）

マスターキー　　・ 製作する（　　　組）　　・ 製作しない　　・ 既存に組込む

omurakouji
米子西EVA２



ＤＰ

鉄鋼面（DP）　　　　　　　　　　　※ＲＢ種　・　　　　Ｂ種　　　　　

SCALE

NAME

TITLE

TOTAL

一級建築士事務所 一級建築士登録　第128375号

FAX 0859-56-2988℡ 0859－ 56－ 2852鳥取県米子市淀江町佐陀66－ 1

松 田 建 築 事 務 所 松 田 俊 男

DRAWCHECK NO.鳥取県知事登録05－ 353号 A-3

６
　
内
装
改
修
工
事

県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築）

改修工事特記仕様書（3）

種　　類 厚さ(mm)、規格等

（木目）

MDF

HB

IB

せっこうボードその他

のボード及び合板張り

［６．１３．２、３］

・ ロックウール化粧吸音板

・ けい酸カルシウム板

・ 不燃積層せっこうボード

・ 化粧せっこうボード

　（トラバーチン模様）

・ 普通合板　Ｇ

・ 天然木化粧合板　Ｇ

・ 特殊加工化粧合板　Ｇ

・ ミディアムデンシティ

　 ファイバーボード　Ｇ

・ 単板張りパーティクルボード Ｇ

・ 化粧パーティクルボード　Ｇ

・ ハードボード（素地） Ｇ

・ ハードボード（化粧）　Ｇ

・ インシュレーションボード　Ｇ

天井のボード類（ロックウール化粧板を除く）の重ね張りを行う場合

　※図示による

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外

合板類の張付け　　・A種 　・B種　

せっこうボードの目地工法　※仕上表による　　・　

・ 硬質木毛セメント板

・ 中質木毛セメント板

・ 普通木毛セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木片セメント板

・ ロックウール吸音ボード1号

・ グラスウール吸音ボード32K

・ せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード

・ メラミン樹脂化粧板

・ ポリエスチル樹脂化粧板

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

JIS

記号

HW

MW

NW

HF

NF

0.8FK

1.0FK

DR

RW-B

GW-B

GB-R

GB-NC

GB-S

GB-F

GB-L

GB-D

GB-D

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 12　 ・ 15　 ・ 18　 ・ 21　 ・　

・ 30 　 ・　

タイプ 2（無石綿）　・6　　・8

・ フラットタイプ（・ 9 ・ 12 ・　　）　・不燃

・ 凹凸タイプ（・ 12　・ 15 ・ 19 ・ 　）　・不燃

・ 25　　・

・ 25(ガラスクロス包）　　・

※12.5 (不燃)　　・15（不燃）

9.5 (不燃) 　　化粧無（下地張り用）

　　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）

9.5

12.5（不燃）幅 440mm 程度

模様（・ 柾目　・ 板目） 専用下地材有り

9.5（準不燃）

表板の樹種

　生地、透明塗料塗り

　（※ラワン程度　　・　　　 　　）

不透明塗料塗り

　（※しな程度　　　・　 　　　　）

板面の品質（　　　　　）

厚さ(mm)（　　　　　）

接着の程度　・1類　　・2類

・防虫処理

樹種名（　　　　　　　　）

接着の程度　・1類　　・2類

厚さ(mm)（　　　　　）

・防虫処理 　・難燃処理 　・防炎処理

化粧加工の方法 （・オーバーレイ ・プリント ・塗装）

表面性能（　　　　 　）タイプ

接着の程度　・1類　　・2類

厚さ(mm)（　　　　　）

・防虫処理

・3　　・7　　・9　　・12　　・　

・ 無研磨板ＶＮ　　・ 研磨板ＶＳ

・10　　・12　　・15　　・18　　・　

・ 単板オーバーレイ ＤＶ

・ プラスチックオーバーレイ ＤＯ

・ 塗装 ＤＣ

・ 10（難燃）　・ 12（難燃）　・

・未研磨板（・スタンダード　・テンパード ＲＮ）

・研磨板　（・スタンダード　・テンパード ＲＳ）

・内装用 ＤＩ　　　・外装用 ＤＥ

・2.5　　・3.5　　・5　　・7　　・　

A級（・天井仕上　　・内装仕上　　・　　　　）

・9　　・12　　・15　　・18　　・　

21

12.5（ ・ 不燃　・準不燃）

JIS K 6903 による　（※ 1.2　　・ 　　）

・ 化粧せっこうボード

紙 その他無機質繊維 ﾌﾟﾗｽ

ﾁｯｸ

5

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　　・　

モルタル・せっこうプラスター面の素地ごしらえの種別　※B種 　・　　

コンクリート面の素地ごしらえの種別　　※B種 　・　

せっこうボード及びその他ボード面の素地ごしらえの種別　　※B種 　・　　

モルタル　　※現場調合材料　　・既調合材料（材料　　　　　　　　　）

外装タイル張り等下地モルタル塗り及び下地調整材塗りの接着力試験　・　適用する　　・　適用しない

壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25㎜を超える場合の下地処理　　・図示による

建具廻りの等の充填モルタルに使用する防水剤

（品質・性能）

壁紙の種類

・ ・ ・ ・ ・

・・・・・

備考防火性能

壁紙張り

［６．１４．２、３］

品質・性能項目

防水剤の種別

混合割合

凝結及び安定性

曲げ及び圧縮強度比

吸水比

透水比

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

セメント重量の5%以下

（凝結時間）始発：1時間以上　　終結：10時間以内

（安定性）収縮性、膨張性のひび割れ及びそりの有無について確認する。

防水剤を混入したもの、しないものの曲げ強度比及び圧縮強度比 70％以上

防水剤を混入したもの、しないものの吸水比 95％以下

防水剤を混入したもの、しないものの透水比 80％以下

　ただし、透水試験における水圧は、3.0×10 Paとし1時間行う。

（試験方法）JIS A 1404「建築用セメント防水剤試験方法」による。

22

・不燃　・ 準不燃　・難燃

・不燃　・ 準不燃　・難燃

施工箇所

モルタル塗り

［６．１５．３、６］

23

　　　　　　・ 設けない

既製目地材　・ 設ける　施工箇所（　　　　　　）　形状（※図示　　・　　　　　　）

床の目地　　・ 設ける（目地割り　※２㎡程度（最大目地間隔３ｍ程度　　・　　　　　　）

　　　　　　　 　　　（種類　※押し目地　　・　　　　　　）

　　　　　　・ 設けない

［７．２．１～７］

ひび割れ部の補修下地面の種別 塗替え 新規

下地調整の種別 素地ごしらえの種別

塗　装　面 塗料の種別 工程の種別

亜鉛めっき鋼面 ＳＯＰ

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

ＥＰ－Ｇ

１

２

鉄鋼面　　　　　　　　　　　　　　※ＲＢ種　・　　　　Ｃ種　　　　　

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規

新規鋼製建具等

新規その他

塗替え

新規鋼製建具等

新規その他

塗替え

Ａ種　・　

Ｂ種　・　

Ａ種　・　

Ａ種　・　

Ｂ種　・　

Ｃ種　・　

Ａ種　・　

Ｂ種　・　

Ｃ種　・　

Ｃ種　・　

Ｂ種　・　

Ａ種　・　

Ｃ種　・　

錆止め塗料塗り３

[７．4．２、３]

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　　・　

防火材料

　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

　・次の箇所を除き防火材料とする（・　　　　　　　）

塗替え種別がＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

　※劣化部分は除去し、活膜部分は残す

下地調整、素地ごしらえ

錆止め塗料塗りの種別

材料

[７．１．３]

下地調整

　　塗料の種別　※１種　　・２種　

塗装の種類 塗装面

新規

※Ａ種　・　

※Ｂ種　・　

・Ａ種　※Ｂ種

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

・Ａ種　※Ｂ種・クリアラッカー塗り　　　（ＣＬ）

仕上げ塗料塗り

［７．5．２～7、12，2］

（ＮＡＤ）
・Ａ種　※Ｂ種

　上塗り等級

※Ａ種　・　

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

塗替え

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　

（ＥＰ）

※Ｂ種　・　 ・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっこう

４

・ 合成樹脂調合ペイント塗り
（ＳＯＰ）

（鋼製建具以外）

（鋼製建具）

木部

屋内のｺﾝｸﾘｰﾄ面　
・モルタル面

コンクリート面

及び押出成形セメ

ント板面

工程

・ つや有り合成樹脂エマルション
　ペイント塗り（ＥＰ－Ｇ）

・合成樹脂エマルションペイント塗り

・ 耐候性塗料塗り　　　 （ＤＰ）

　・ ２級

　・ １級

　・ ３級

・ Ａ－１種

・ Ｂ－１種

・ Ｃ－１種

ボード面、その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め

　※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　　・　

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

　※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

・ ステイン塗り　　　

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

・ オイルステイン塗り（ＯＳ）

・ ヒグメントステイン塗り

・ Ａ種　※Ｂ種

・ Ａ種　※Ｂ種

鉄鋼面

・ アクリル樹脂系水分散系塗料塗り

コンクリート面、ＡＬＣパネル面　　※ＲＢ種　　　　　　Ｂ種　　　　　　　　・行う　

屋内木部

屋内鉄鋼面

屋内亜鉛めっき面

コンクリート面

モルタル面

せっこうプラスター面

せっこうボード面

工程 塗料その他 塗付け量

規格番号 規格名称 等級種類 （kg/㎡）

オイルステイン塗りの工程等

　・適用しない　　・適用する（着色剤：　・溶剤系着色剤　　・油性染料着色剤）

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程１の着色

　・適用しない　　・適用する（着色剤：　・溶剤系着色剤　　・油性染料着色剤）

クリアラッカー塗りＡ種の工程２着色

仕様による反射率塗料

塗料製造所の・1級　・2級　・3級2種屋根用高日射JIS K 5675塗料塗り

　下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・高日射反射塗料塗り　Ｇ

・ステンレスパイプ

・鋼製パイプ

・ビニル製

８ 手すり

（２０．２．６）
材質 表面仕上げ 直径（㎜）

※集成材

取付箇所

・ｸﾘｱﾗｯｶｰ　　・　

・HL　　　　 ・　

・SOP　　　 ・EP-G

・35　・45　・　

９ 天井見切り縁等 壁及び下がり壁と天井の取合いの見切縁（天井見切縁、下がり壁見切縁）の材種

　※アルミニウム既製品　　・ ビニル既製品

表５．２．１鉄筋

（５．２．１）

（表５．２．１）

8章耐震改修工事に係る部分は除き、下記による。

種類の記号

※ＳＤ２９５

※ＳＤ３４５

備考呼び名

　　Ｄ１０、Ｄ１３、Ｄ１６

　　Ｄ１９以上
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表５．２．２
溶接金網

（５．２．２）

8章耐震改修工事に係る部分は除き、下記による。

鉄筋の継手及び定着

（５．３．４）

8章耐震改修工事に係る部分は除き、下記による。

鉄筋の継手の方法等

　※重ね継手　　・　

鉄筋の重ね継手の長さ

　※40dと標準仕様書表5.3.2重ね継手の長さのうち大きい値とする。

　・　

鉄筋の定着長さ

　※柱に取り付ける梁の引っ張り鉄筋の直線定着長さは40d以上とし、それ以外は標準仕様書5.3.4による。

　・　
機械式定着工法

　・適用する　　適用箇所　　・ 図示による　　　・

　　　　　　　　種類　　　　・ 摩擦圧接接合　　・ 螺合グラウト固定　　・ 嵌合グラウト固定

網目寸法、鉄線の径（mm）種類

※溶接金網　

・鉄筋格子

12

13

10

10

そ
　
の
　
他

そ
　
の
　
他

７

塗
装
改
修
工
事

　

　ａ種

　ｂ種

　ｃ種

施工箇所

合仕上げ、フリーアクセスフロア（置敷式）（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

タイル張り、モルタル塗り、フリーアクセスフロア（支柱調整式）

合成樹脂塗床、ビニル系床材張り、床コンクリート直均し

カーペット張り、防水下地、セルフレベリング材塗り

床コンクリート

直均し仕上げ

［８．１．４］

［表８．１．５］

改修標準仕様書表8.1.5による

平たんさの種別
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・ 標準仕様書 表6.2.2による

１

２

コンクリートの種類

（６．２．１）

コンクリートの気乾

単位容積質量による

種類及び強度等

（６．２．１～４）

（６．３．２）

（６．１０．１、２）

コンクリートの類別

　※　Ⅰ類（JIS A 5308「レディーミクストコンクリート」への適合を認証されたコンクリート）

　・　Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

　・　24

　・　

構造体強度補正値　　※標準仕様書表6.3.2による　　・　構造図による

スランプ(cm)　 設計基準強度(N/㎜2) 気乾単位容積質量(t/m ) 適用箇所3

　構造図による　2.3程度

　※　普通コンクリート

　・　※　21

　・　 　・　

３

４

セメント

（６．３．１）

骨材

（６．３．１）

　・　

　・　

構造体強度補正値　　※標準仕様書表6.3.2による　　・　構造図による

種類

　※　普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメント

　　　Ａ種
普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、水和熱が7日目で352J／g以

　　　下、かつ28日目で402J／g以下のものとする

・　高炉セメントＢ種　　Ｇ　　　　適用箇所（　　　　　　　）

・　フライアッシュセメントＢ種　　Ｇ　　　　適用箇所（　　　　　　　）

アルカリシリカ反応による区分
※　Ａ

・　Ｂ　（　※コンクリート中のアルカリ総量 Rt＝3.0㎏／ｍ　以下）
3

　※　軽量コンクリート

適用箇所　　　種類気乾単位容積質量(t/m3)スランプ(cm)　 設計基準強度(N/㎜2)

　構造図による
・ 1類　・ 2類

５ 混和材料
（６．３．１）

・　混和剤（JIS A 6204に適合するAE剤、AE減水剤又は高性能AE減水剤とし、化学混和剤の塩化物量にイ

　　　オン量による区分はⅠ種とする。また、防錆剤を併用する場合は、JIS A 6205による防錆剤とする）

　・　混和材（JIS A 6201に適合するフライアッシュのⅠ種、Ⅱ種若しくはⅣ種、JIS A 6206による高炉

　　　スラグ微粉末、JIS A 6207によるシリカフューム又はJIS A 6202による膨張材とする）

６ 無筋コンクリート

（６．３．１）

（６．１４．１）

コンクリートの種類　　※　普通コンクリート　　・　

適用箇所 ・ 標準仕様書 6.14.1(4)(ア) (ウ)による　　・　構造図による
設計基準強度Fc（Ｎ／㎜ ）　　※18　　・　

スランプ　　※　15 又は 18　　・　

2

セメントの種類

※　普通ポルトランドセメント､高炉セメントＡ種､シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種

・　高炉セメントＢ種　Ｇ

・　フライアッシュセメントＢ種　Ｇ

７ 打継ぎの位置、

ひび割れ誘発目地、

打継目地

（６．６．４）

（６．８．１)

打継ぎの位置　　※　標準仕様書 6.6.4(1)による　　・　構造図による

目地寸法　　※　標準仕様書 9.7.3(1)による　　・　図示による

ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法　　※　図示による

６
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

あと施工アンカー

［１４．１．３］

6章内装改修工事　軽量鉄骨天井下地及び8章耐震改修工事に係る部分は除き、下記によるあと施工アンカー

あと施工アンカーの確認試験　※行う　　・行わない

確認強度　・　

19

仕上げの平たんさは、図示によるほか、下記による。

備考

適　用　箇　所

表６．２．４　

種類

８

９

10

11

コンクリートの仕上り

（６．２．５）

打増し厚さ

（６．８．１）

型枠

（６．８．２）

コンクリートの試験

（6．9．1～5）

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

打増し厚さ

・ 打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

　　　※ 20㎜　　・　
　・ 打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）
　　　・ 10㎜　　・ 20㎜　　・　

　・ 外装タイル後張り面の打増し処理

　　　※ 20㎜　　・　

　・ 床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理
　　　プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行う
　　　※ 10㎜　　・ 20㎜　　・　

せき板の材料及び厚さ

※　合板(※　12mm　　・　　　　) Ｇ （但し、グリーン購入法基本方針における「合板型枠」

　　　の備考３の表示にある合板型枠を用いる場合に限る）

コンクリート及びグラウト打設時の充填性の確認のため、型枠の一部に透明型枠等を使用する場合は

強度、変形等について、事前に監督職員と協議する｡

※　メッシュ型枠（使用部位　※構造図による）

　・　床型枠用鋼製デッキプレート（施工範囲　　※　構造図による）

スリーブの材種・規格等

　※　構造図による

断熱材兼用型枠

　・　使用する　　※　25㎜ 以下かつ熱抵抗値1mh℃／kCal 以上　　・　

　・　使用しない

コンクリートの単位水量測定

　・ 行わない
　・ 行う

実施要領　　※ 構造関係共通事項による　　・　

※ 普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種､シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種

７
　
鉄
骨
工
事

表７．２．１　

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

15

鉄骨の製作工場
（７．１．３）

施工管理技術者
（７．１．４）

鋼材

（７．２．１）

高力ボルト

（７．２．２）

（７．３．２）

（７．４．２）

溶融亜鉛めっき高力

ボルト
（７．３．２）

（７．１２，４）

普通ボルト

（７．２．３）
（７．３．２）
（７．３．８）

アンカーボルト

（７．２．４）
（７．３．２）
（７．１０．３）

ターンバックル
（７．２．６）

デッキプレート
（７．２．７）

（７．７．８）

スタッドボルト
（７．２．８）

柱底均しモルタル
（７．２．９）
（７．１０．３）

製作精度

（７．３．３）

仮組
（７．３．１０）

高力ボルト接合

溶接作業を行う技能

資格者の技量付加試験
（７．６．３）

溶接接合
（７．６．４、７）

製作工場の加工能力

※　建築基準法第77条の56第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

（株）日本鉄骨評価センター及び、（株）全国鉄骨評価機構（旧（社）全国鐵構工業協会）の

「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「（・J　・R　※M　・H　・S）グレード」として

国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

・　監督職員の承諾する製作工場（標準仕様書7.1.1以外の適用範囲に限る）

※　適用する　　・　適用しない

鋼材の材質

高力ボルトの種類

※　トルシア形高力ボルト　　2種（S10T）建築基準法に基づき認定を受けたもの

・　JIS形高力ボルト 　　　 2種（F10T）
高力ボルトの径　　※　構造図による

　　ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　　　※構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-1縁端距離及びボルト間隔による　　・構造図による

摩擦面の処理方法等

　※ブラスト処理（表面粗度50μｍRz以上）又はりん酸塩処理　　・構造図による

・すべり試験の実施　※すべり係数試験　　・すべり耐力試験
　　試験方法等　※構造図による

　　　　すべり試験を実施する場合、改修標準仕様書8.14.2(1)(ｱ)又は(ｲ)による摩擦面の確認は、

　　　　本試験で作成した対比試験片で行うこと

セットの種類

　※　1種（F8T相当）建築基準法に基づき認定を受けたもの
溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径

　・大臣認定を受けた内容による

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等
　・構造関係共通事項による　　・　

摩擦面の処理

※　ブラスト処理（表面粗度50μｍRz以上）

・　ブラスト以外の特別な処理　　・　構造図による

・すべり試験の実施　※すべり係数試験　　・すべり耐力試験

　　試験方法等　※構造図による

　　　　すべり試験を実施する場合、改修標準仕様書8.14.2(1)(ｱ)又は(ｲ)による摩擦面の確認は、

　　　　本試験で作成した対比試験片で行うこと

ボルト及びナットの材料等

・ 標準仕様書　表7.2.3（JIS付属書品）による
　・ 標準仕様書　表7.2.3（JIS付属書品）又はJIS本体規格品（ISO規格）による

4.8の鋼製とし、ナットの種類を六角ナットｰCの鋼製とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸法は
　　 （JIS本体規格品による場合は、ボルトの種類を呼び径六角ボルト又は全ねじボルト、強度区分を4.6又は

ボルト径の値以下とする。）

座金　　※　標準仕様書 表7.2.3（d）による　　・　
ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等
　・ 構造関係共通事項（鉄骨標準図）１－１縁端距離及ボルト間隔　　・　構造図による

母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径

　※　ねじの呼び径＋1.0㎜　　・　構造図による

　適用

　　・構造用アンカーボルト

　　　　セットの種類(JIS B1220)

　　　　　・ABR400　　・ABR490　　・　
　　　　形状、寸法　　※構造図による

　　・建方用アンカーボルト
　　　　種類　　・SS400　　　　・（　　　　　　）

　　　　アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

　　　　　※標準仕様書　表7.2.3による　　　・（　　　　　　）

　　　　　・構造図による

　　・標準仕様書7.4.2以外のアンカーボルト
　　　　適用箇所　　・ 図示による（　　　　　　　　）　　・

　　　　種類SS400

　　　　アンカーボルト及びナットのねじの交差域クラス及び仕上げの程度

　　　　　※標準仕様書　表7.2.3による

　ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　　　※構造図による

種類

建築用ターンバックル胴　　　　※　割枠式　　　　　・　

建築用ターンバックルボルト　　※　羽子板ボルト　　・　

ねじの呼び　　※構造図による

工法の種別

・ 合成スラブ（適用箇所 ※ 構造図による　　・　　　　　　　　）

・ 床型枠用　（適用箇所　 ※ 構造図による　　・　　　　　　　　）

　・　　
材質、形状及び寸法　　※ 構造図による

　床型枠を使用する場合において、受注者は施工に先立ち安全性を確認するものとする。

鉄骨部材への溶接方法　　※ 構造図による

耐火認定　　・ 有り（耐火時間　 ※ 図示による　　・　　　　　　 ）　　・ 無し

※　頭付スタッド（JIS B 1198）

モルタルの種別　　※無収縮モルタル

無収縮モルタルの材料及び調合

※ 標準仕様書7.2.9（2）　（ア）から（エ）による　　・　

　※ 標準仕様書7.3.3及びH12建告第1464号第二号イによる

通しダイヤフラムの許容誤差

　 ・ ダイヤフラムをH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計算確認有り

補強方法

・ 「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

　　　・　　
　　 ・ 全てのダイヤフラムはH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足すること

仮組を行う範囲　　・ 構造図による　　・　　　　　　

スプライスプレートの材質　 ※　鋼材の種別及び引張強さによる区分は母材と同等とする

フィラープレートの材質　　※　SS400とする

※配置ずる　　　・ 配置しない　　　　　

エンドタブの切除する箇所　　※　構造図による　　・　　　　　　　　　　　

エンドタブの切除する範囲　　※　構造図による　　

　　　　　　　　　　　　　　 ・　エンドタブ、裏当て金等は梁フランジの端から5㎜を残して直線上に

　　　　　　　　　　　　　　 　　切断する

　　　　　　　　　　　　　　　　 なお、切断面が交差する場合は、交差部をアール状に加工する。

開先の形状　　 　　　　　　※　構造関係共通事項（5）3．溶接継手の種類別開先標準による

　　　　　　　　　　　 　　 ・　構造図による

スカラップの形状　　　 　　※　構造関係共通事項（6）5．鉄骨溶接施工（3）による

　　　　　　　　　　 　 　　・　構造図による

切断面の仕上げ
※　標準仕様書7.6.7(1)(ｶ)(b)②による

　・　構造図による

使　用　箇　所種類の記号 規格等

※　JIS規格による

※　JIS規格による

※　JIS規格による

※　JIS規格による

径（呼び名） 長さ　（呼び長さ）　㎜ 適　用　箇　所

　・ 80　・ 100　・ 120

　・ 80　・ 100　・ 130　・ 150

　・ 80　・ 100　・ 130　・ 150

16φ

19φ

22φ

せっこうボード面、その他ボード面　※ＲＢ種　・　　　　・Ａ種　・ Ｂ種

押出成形セメント板（DP）　　　　　※ＲＢ種　・ＲＣ種　・Ａ種　・ Ｂ種　　　　

コンクリート面（ＤＰ）　　　　　　※ＲＢ種　・ＲＣ種　・Ａ種　・ Ｂ種　　 ・行う　

モルタル面、せっこうプラスター面　※ＲＢ種　・　　　　・Ａ種　・ Ｂ種　　 ・行う　

亜鉛めっき面　　　　　　　　　　　※ＲＢ種　・　　　　・Ａ種　・ Ｂ種　　　　　

木部　　　　　　　　　　　　　　　※ＲＢ種　・　　　　・Ａ種　・ Ｂ種

鉄鋼面 ＳＯＰ

ＥＰ－Ｇ

・ Ａ－１種

・ Ｂ－１種

・ Ｃ－１種

SS400

　屋外木部

　屋内木部

　鉄鋼面

　亜鉛めっき鋼面

　亜鉛めっき鋼面

ブラケット取付部材・頭つなぎ

・ 木材保護塗料塗り　　　（ＷＰ）

omurakouji
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SCALE

NAME

TITLE

TOTAL

一級建築士事務所 一級建築士登録　第128375号

FAX 0859-56-2988℡ 0859－ 56－ 2852鳥取県米子市淀江町佐陀66－ 1

松 田 建 築 事 務 所 松 田 俊 男

DRAWCHECK NO.鳥取県知事登録05－ 353号県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築）

改修工事特記仕様書（4）

A-4

表７．６．２～４　

表１４．２．２

16

17

18

19

20

21

22

23

入熱、パス間温度の

溶接条件

溶接部の試験

（７．６．１２）

耐火被覆

（７．９．２～８）

建方精度

（７．１０．２）

アンカーボルトの保持

及び埋込み工法

（７．２．４）

（７．１０．３）

錆止め塗装

（７．８．２～４）

（１８．３．２）

溶融亜鉛めっき工法

（７．１２．１～６）

梁貫通孔の補強

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

※　構造関係共通事項による　　・　図示による

適用箇所

※　柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部　　・　図示による

平12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等

　・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」3.5.2 受入検査による

　　・　抜き取り検査１　　・　抜き取り検査２

JASS 6 付則 6 ［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験方法等

　・JASS 6 付則 6［受入検査］ e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、完全溶込み溶接

　　部の外観検査の抜き取り箇所は、超音波探傷試験の試験箇所と同一とする。外観試験の不合格箇所は、

　　すべて標準仕様書7.6.13による補修を行い、再試験する。

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

　　※　行う　　　・　行わない

工場溶接の場合
　 ＡＯＱＬ　　※　4.0％　　・　2.5％

工事現場溶接の場合
　ＡＯＱＬ　　※　４．０％　　・　２．５％
　割れの疑いのある表面欠陥においては、浸透探傷試験及び磁粉探傷試験を行う

突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

　独立行政法人建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

　　・　抜き取り検査１　　※　抜き取り検査２

種別及び性能

材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする

※　（社）日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」付則6［鉄骨精度検査基準］

　付表5［工事現場］による

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

建方用アンカーフレームの保持及び埋込み工法

※図示による

種別　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

※標準仕様書　表7.10.2（※Ａ種[モルタル厚さ50]　　・Ｂ種[モルタル厚さ30]）による

塗料の種別

亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

　　　SOPの場合　　※　標準仕様書　表18.3.2のＡ種　　・

　　　DPの場合 　　・　標準仕様書　表18.3.2のＢ種

　　　EP-Gの場合 　・ 標準仕様書　表18.3.2のＣ種

耐火被覆材の接着する面への塗装

　　　・　行う

　　　　　適用箇所　　　※　図示による　　・　　

　　　　　塗装の種別　　・標準仕様書18.3.2表18.3.1（　　）種

　　　　　　　　　　　　・標準仕様書18.3.2表18.3.2（　　）種

　　　※　行わない

種別等

補強方法　　・補強プレート法　　・補強トラス法

適用箇所　　・構造図による

・・・・※　全て節

検査水準 ※　第6水準 ・ ・ ・ ・

・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

・

・

・繊維混入けい酸カルシウム板

・

・高耐熱ロックウール

・

－・ ラス張りモルタル塗り

・　耐火材巻付け

・　耐火板張り

・　耐火材吹付け

種別 材料・工法 性能 適用箇所

（部位・部分）（耐火時間）

適用箇所材　料亜鉛めっきの種別

・Ａ種(HDZ55) 最小板厚6.0mm以上の形鋼、鋼板

最小板厚3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、鋼板・Ｂ種(HDZ45)

・Ｃ種(HDZ35) 普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

最小板厚1.6mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

※図示による

７
　
鉄
骨
工
事

９
　
防
水
工
事

防水層の種類

高日射反射率

防水の適用 Ｇ

仕上げ塗料

種類 使用量
施工箇所種別 保護層

・　Ｘ－１ Ｇ

・　Ｘ－２ Ｇ

・　Ｙ－１

・　Ｙ－２ ※ 屋内防水

※ 地下外壁防水

・　　 ・　

・　・　

・製造所の指定による・製造所の指定による

・製造所の指定による ・製造所の指定による

脱気装置の種類・設置数量防水種別

塗膜防水

（９．５．３）

（表９．５．１、２）

ケイ酸質系塗膜防水

（９．６．１～４）

（表９．６．１）

脱気装置

（９．２．３）
（９．３．３）

（９．４．３）

（９．５．３）

シーリング

（９．７．２、３、５）

（表９．７．１）

Ｘ－１（絶縁工法）の脱気装置の種類　　※　主材料の製造所の仕様　　・　

Ｘ－１（絶縁工法）の脱気装置の設置数量　　※　主材料の製造所の仕様　　・　　　個

Ｙ－１、Ｙ－２の工程数及び各工程の使用量

※標準仕様書表9.5.2による　　・主材料の製造所の仕様　　・　

壁及び天井部の防水層の下地

　※　コンクリート打放し仕上げ（標準仕様書表6.2.4　B種）

コンクリートの打継ぎ箇所の下地処理
　※　打継ぎ部には、幅30mm及び深さ30㎜程度の目地棒を用いる。目地棒の除去後、水洗い清掃し、

　　　ケイ酸質系塗膜防水材の製造所の仕様により、ポリマーセメントモルタルを充填する。

型枠締付け材にコーンが使用されている部位及び防水材の塗布面以外の下地処理

　※　図示　　・　

D-1 D-2 DI-1 DI-2

AS-T3 AS-T4 AS-J1 ASI-T1 ASI-J1

S-F1 S-F2 S-M1 S-M2

SI-F1 SI-F2 SI-M1 SI-M2

X-1

下表以外は、標準仕様書表9.7.1による

ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォールの場合のシーリングは

17章による

シーリング材の目地寸法　※標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による　　・　　

接着性試験　　※　簡易接着性試験　　・　引張接着性試験

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の指定による

・　

※防水層の主材料の製造所の指定による

・　

表９．７．１　

表９．６．１～２

施工箇所種別

　※　Ｃ－ＳＵＩ

　・　Ｃ－ＳＵＰ

シーリング材の種類（記号）施工箇所

４

５

６

７

エレベーターピット床、壁

　　 種別
（成形板、笠木、建具以外）

施工箇所

金属成形板張り

（１４．６．２、３）

（表１４．２．１） 色合等

・標準色（　　　　）　・　

・特注色（　　　　）　・　

14

金
属
工
事

７

１

２

３

５

６

アルミニウム及び

アルミニウム合金の

表面処理

（１４．２．１）

（表１４．２．１）

鉄鋼の亜鉛めっき

（１４．２．２）

（表１４．２．２）

軽量鉄骨天井下地

（１４．４．２～４）

（表１４．４．１）

軽量鉄骨壁下地

（１４．５．３）

（表１４．５．１）

アルミニウム製笠木

（１４．７．２、３）

（表１４．２．１）
（表１４．７．１）

陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色　　・三次電解着色

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

野縁等の種類

　屋外（ ※ 25形　 ・ 19形）　 屋内（ ※ 19形 　・ 25形）

・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・ 1　　・ 1.15　　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

　野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　・ 図示　・　　

　周辺部の端からの間隔　・ 図示　・　　

　野縁の間隔　・ 図示　・　　

・ 吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

　 補強方法 ※ 図示 ・　　
・ 天井 のふところが3.0mを超える場合

　 補強方法　※ 図示　・　　

・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強

　　補強箇所　※　高さが６ｍを超える天井、それ以外は図示　　・　

　　補強方法　※　「特定天井及び特定天井の構造耐力上安全な構造方法を定める件」（平成25年 国土

　　　　　　　　　交通省告示第771号）第3第2項第二号に適合させる。

　　　　　　　・　図示

スタッド、ランナーの種類

　※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　・　図示

出入口及びこれに準ずる開口部の補強　※　標準仕様書14.5.4(5)による　　・　

種別

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

・　

取付け用下地　※　標準仕様書14.4による　　・　図示

伸縮調整継手　・　設ける（施工箇所　・　図示　　・　　　　　　　）　・設けない

種類　・250形　・300形　・350形　・　　　

表面処理　種別（　　　）種

　　　　　色合等　・　無着色　　・標準色（　　　　　）　　・　特注色（　　　　　）

笠木の固定金具の工法等

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・ 1　　・ 1.15　　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

表１４．２．２　

表１４．２．１　

　　　　　　　　　　　色合等

　・ 標準色（　　　　　）　・ 特注色（　　　　 ）

　・ 標準色（　　　　　）　・ 特注色（　　　　 ）

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

施工箇所（手摺、タラップ以外）種別表面処理方法

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合　 ※　図示

製法

・押出し

・ロール

・プレス

・　

・　

形状

ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形

パネル形

板厚

(mm)(mm)

寸法 表面処理（標準仕様書14.2.1による）

種別

omurakouji
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一級建築士事務所 一級建築士登録　第128375号

FAX 0859-56-2988℡ 0859－ 56－ 2852鳥取県米子市淀江町佐陀66－ 1

松 田 建 築 事 務 所 松 田 俊 男

DRAWCHECK NO.鳥取県知事登録05－ 353号

　

自 転 車 置 場

テニスコート

器具庫

自
転
車
置
場

野 　球　場

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

ポ ンプ室

受水槽

ソフトポール場

器
具

庫

グ ラ ン　ド

屋外便所

セミナー

　ハウス

特別教室棟

第一体育館

プール

部 室 棟

射場

弓

道
場

的場

器
具
庫

Ｎ

市道

米 子駅貨物ヤード

至る米子市内水路

国道９号線

至る安来市

バイパス

中海
錦海町

国道９号線

県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築）

Ｓ＝1/1000

Ｎ

配 置図　 Ｓ＝１：１０００

附近見取図

＜工事場所＞

県立米子西高等学校

管理教室棟

改修工事棟を示す

A-5

工事概要・配置図・付近見取図

建物概要 構造規模等

階数

4ＦRC造

構造

県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事

施設名称種別

改修

床面積 (㎡ )

県 立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事

・既存管理教室棟内の床を撤去の上、昇降機用のシャフト及び支持フレームを新設し、

　昇降機設備（11人乗りロープ式）を設置

8,217.93㎡

自
転
車
置
場

工事箇所

第二体育館

作業員、資材搬出搬入路

同窓会館

作業員、資材搬出搬入路

図書棟

・仮設は、通常授業を行いながら、整備工事を実施するため、学校施設管理者と協議の上

　可能な限り学校運営に支障がでないよう配慮した仮設計画とすること。

工事概要

特記事項

omurakouji
米子西EVA２



木製H=100 SOP塗【撤去】

TITLE

NAME TOTAL

一級建築士事務所 一級建築士登録　第128375号

FAX 0859-56-2988℡ 0859－ 56－ 2852鳥取県米子市淀江町佐陀66－ 1

松 田 建 築 事 務 所 松 田 俊 男

CHECK DRAWSCALE 鳥取県知事登録05－ 353号県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築） NO.

【改修前・改修後】仕上表

床

改 修 前1階 展 示 ス ペ ー ス

改 修 後

改 修 前2階 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ室

1階 EVホ ー ル

工 事 種 別室 　 名 天 井 高 さ廻 縁天 　 井

天井見切縁
CH=2,900

RC壁部:モルタル塗り下地AEP塗装【既存のまま】

巾 　 木 腰 壁 ・ 壁

軽量鉄骨下地不燃石膏積層板t=9.5【新設】
CH=2,900

塩ビ製見切縁

管理教室棟改修部　内部仕上表

天井見切縁

モルタル塗り下地AEP塗装【既存のまま】

LGS壁部:軽量鉄骨壁下地W=75 両面強化石膏ボードt12.5二重貼EP塗装

CH=2,960

(※改修範囲：天井伏図参照)

(※改修範囲：天井伏図参照)

(※改修範囲：天井伏図参照)

(※改修範囲：展開図参照)

　　　　腰壁一部杉板縦張り【新設】(※改修範囲：展開図参照)
【新設】

壁:AEP塗装　天井:不燃石膏積層板、化粧石膏ボード

【※アスベスト含有調査令和6年12月調査済・含有なし】

備 　 考

長尺塩ビシートt=2.5【新設】(※改修範囲は平面詳細図参照)

改 修 後2階 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ室 踏込:長尺塩ビシートt2.5【新設】

改 修 後2階 EVホ ー ル
モルタル塗り金鏝押えの上長尺塩ビシートt=2.5【新設】

(※改修範囲：平面詳細図参照)

(※改修範囲：平面詳細図参照)

(※改修範囲：平面詳細図参照)
3階 視 聴 覚 準 備 室

3階 廊 下

改 修 前

改 修 前
(※改修範囲：平面詳細図参照)

改 修 後
(※改修範囲：平面詳細図参照)

3階 EVホ ー ル

改 修 後3階 ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ

ベニヤt=15下地複合フローリングt=15【床組共撤去】

ベニヤt=4.0の上タイルカーペット貼【既存のまま】

(※改修範囲：平面詳細図参照)
改 修 前

改 修 前
(※改修範囲：平面詳細図参照)

改 修 後
モルタル塗り金鏝押えの上長尺塩ビシートt=2.5【新設】

(※改修範囲：平面詳細図参照)

4階 Ｌ Ｌ 準 備 室

モルタル塗り金鏝押えの上長尺塩ビシートt=2.5【新設】

モルタル塗りの上フローリングブロックt15【撤去】

4階 廊 下

4階 EVホ ー ル

改 修 後
モルタル塗り金鏝押えの上長尺塩ビシートt=2.5【新設】

(※改修範囲は平面詳細図参照)

改 修 後昇 降 路 (共 通 ）

改 修 後倉 庫 (1階 ）

倉 庫 (2～ 4階 ）

軽量鉄骨下地不燃石膏積層板t=9.5【新設】 塩ビ製見切縁

【新設】
LGS壁部:ソフト巾木H=100【新設】

LGS壁部:軽量鉄骨壁下地W=75 両面強化石膏ボードt12.5二重貼EP塗装【新設】
CH=2,960

軽量鉄骨下地不燃石膏積層板t=9.5【新設】 塩ビ製見切縁

【新設】
LGS壁部:軽量鉄骨壁下地W=75 両面強化石膏ボードt12.5二重貼EP塗装 CH=2,700

上がり框t=2.0(SUS304:ヘアライン)【新設】

(※改修範囲：天井伏図参照)

(※改修範囲：天井伏図参照)

(※改修範囲：天井伏図参照)

(※改修範囲：天井伏図参照)

　　　　腰壁一部杉板縦張り【新設】(※改修範囲：展開図参照)

軽量鉄骨下地化粧石膏ボードt=9.0【撤去】

【撤去】

天井見切縁

天井見切縁

CH=2,750

CH=2,700

(※改修範囲：展開図参照)

LGS壁部:軽量鉄骨壁下地W=75 両面強化石膏ボードt12.5二重貼EP塗装

　　　　腰壁一部杉板縦張り【新設】(※改修範囲：展開図参照)
(※改修範囲：天井伏図参照)

天井見切縁
CH=2,700

天井見切縁

木製H=100 SOP塗【撤去】

木製H=100 SOP塗【既存のまま】

RC壁部:モルタル塗り下地AEP塗装【既存のまま】

　　　両面強化石膏ボードt12.5二重貼EP塗装【新設】(※改修範囲：展開図参照）

CH=3,050
【既存のまま】

有孔石膏ボードt=9.0、平石膏ボード【既存のまま】

(※改修範囲：天井伏図参照)

(※改修範囲：天井伏図参照)

軽量鉄骨下地化粧石膏ボードt=9.0【撤去】

【撤去】

天井見切縁

天井見切縁
CH=2,700

(※改修範囲：展開図参照)

LGS壁部:軽量鉄骨壁下地W=75 両面強化石膏ボードt12.5二重貼EP塗装

　　　　腰壁一部杉板縦張り【新設】(※改修範囲：展開図参照)
(※改修範囲：天井伏図参照)

天井見切縁
CH=2,700

CH=3,030
掲示板(1200*900)【撤去】

RC壁部 :ソフト巾木H=100【新設】

RC壁部 :ソフト巾木H=100【新設】

RC壁部:モルタル塗り下地AEP塗装【既存のまま】

RC壁部:モルタル塗り下地AEP塗装【既存のまま】

【新設】

【新設】

軽量鉄骨下地化粧石膏ボードt=9.5【新設】

軽量鉄骨下地化粧石膏ボードt=9.5【新設】

―

ソフト巾木H=100【新設】 コンクリートスラブ現し【既存のまま】 ―

――

―両面強化石膏ボードt12.5二重貼EP塗装【新設】

両面強化石膏ボードt12.5二重貼EP塗装【新設】 コンクリートスラブ現し【既存のまま】

ソフト巾木H=100【新設】 コンクリートスラブ現し【既存のまま】 ――両面強化石膏ボードt12.5二重貼EP塗装【新設】

改 修 前
(※改修範囲：天井伏図参照)

天井見切縁
CH=2,7002階 廊 下

化粧石膏ボードt=9.5(天井）

不燃積層石膏ボードt=9.5(天井）

強化石膏ボードt=12.5

材料名称 略号

GB-F

GB-NC

GB-D QM-0524

NM-0441

NM-8615

認定番号

GB-F t=12.5＋GB-F t=12.5（両面貼）

間仕切り壁(1時間耐火）FP060NP-0483

間仕切り壁仕様

(※改修範囲：平面詳細図参照)

(※改修範囲：平面詳細図参照)

RC壁部:モルタル塗り下地EP塗装(H=450)【新設】

軽量鉄骨下地間仕切壁 W=75@455 ※スラブ下まで

A-6

【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

掲示板(2500*1200)【撤去】

木製棚、地袋【撤去】

手洗器【撤去】(機械設備工事）

(※改修範囲：平面詳細図参照)

踏込:フローリングブロックt15 【撤去】

(※改修範囲：平面詳細図参照) (※改修範囲：平面詳細図参照)

(※改修範囲：平面詳細図参照)

(※改修範囲：平面詳細図参照)

(※改修範囲：平面詳細図参照)

(※改修範囲：平面詳細図参照)

開口塞ぎ:軽量鉄骨壁下地W=90(千鳥スタッド工法）

(※改修範囲：平面詳細図参照)

(※改修範囲：平面詳細図参照)

(※改修範囲：平面詳細図参照)

(※改修範囲：平面詳細図参照)

(※改修範囲：平面詳細図参照)

土間コンクリート下地モルタル金鏝押え

1階：土間コンクリート金鏝押え【新設】

(※改修範囲は平面詳細図参照)

2～4階：モルタル塗り【既存のまま】

(※改修範囲：平面詳細図参照)

(※改修範囲：平面詳細図参照)

土間コンクリート下地モルタル塗りの上

土間コンクリート下地モルタル塗りの上

フローリングブロックt15【下地共撤去】

フローリングブロックt15【新設】

木製H=100 SOP塗【撤去】 軽量鉄骨下地不燃石膏積層板t=9.0【撤去】

タイルカーペット貼(ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ）【撤去】

モルタル塗り金鏝押えの上長尺塩ビシートt=2.5【撤去】

木製H=100 SOP塗【撤去】

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木H=100【撤去】

モルタル塗り下地AEP塗装【撤去】

モルタル塗り下地AEP塗装【撤去】

軽量鉄骨下地不燃石膏積層板t=9.0【撤去】

軽量鉄骨下地化粧石膏ボードt=9.0【撤去】

タイルカーペット貼(ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ）【新設】

モルタル塗り金鏝押えの上長尺塩ビシートt=2.5【撤去】 ﾋﾞﾆｰﾙ巾木H=100【撤去】

モルタル塗り下地AEP塗装【撤去】

モルタル塗り下地AEP塗装【撤去】 軽量鉄骨下地化粧石膏ボードt=9.0【撤去】

モルタル塗り金鏝押えの上長尺塩ビシートt=2.5【撤去】 ﾋﾞﾆｰﾙ巾木H=100【撤去】

モルタル塗り下地AEP塗装【撤去】

モルタル塗り下地AEP塗装【撤去】 軽量鉄骨下地化粧石膏ボードt=9.0【撤去】

4階ピット内火災報知器点検口設置

LGS壁腰杉板部:木製H=100 WP塗【新設】

一般LGS壁部:ソフト巾木H=100【新設】

LGS壁腰杉板部:木製H=100 WP塗【新設】

一般LGS壁部:ソフト巾木H=100【新設】

LGS壁腰杉板部:木製H=100 WP塗【新設】

LGS壁腰杉板部:木製H=100 WP塗【新設】
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県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築）

管理教室棟　３階平面図
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内装改修工事範囲
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県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築）

管理教室棟　４階平面図
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【改修前】 管理教室棟　A～A'断面図　Ｓ＝１：２００
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Ｓ＝1/50
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Ｓ＝1/50【改修後】展開図
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【改修後】2階EVホール 【改修後】3階EVホール

【改修後】1階EVホール 【改修後】2階コンピューター室
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Ｓ＝1/200【改修前・改修後】1、2階天井伏図

【改修前・改修後】管理教室棟 １階天井伏図　Ｓ＝1/200

【改修前・改修後】管理教室棟 ２階天井伏図　Ｓ＝1/200
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Ｓ＝1/200

【改修前・改修後】管理教室棟 ３階天井伏図　Ｓ＝1/200

【改修前・改修後】管理教室棟 ４階天井伏図　Ｓ＝1/200

【改修前・改修後】3、4階天井伏図
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8,400

【改修後】管理教室棟　３階天井伏図　Ｓ＝1/200
天井点検口(450×450)【新設】1ヶ所

天井点検口(600×600)【新設】1ヶ所

【下地共撤去処分】

軽鉄下地化粧石膏ボード t=9.0

4,
2
0
0

4,
2
0
0

8,
4
0
0

8,
4
0
0

視聴覚準備室

光庭 ミーティングルーム

西側

女子便所

6 7

8,400

4
,0
2
5

（
天

井
撤

去
範

囲
）廊下

7,000

（天井撤去範囲）

【改修前】管理教室棟　３階天井伏図　Ｓ＝1/200

Ｎ Ｎ

4
,
2
00

4
,
20
0

8
,
40
0

8
,
4
00

H

G

F

西側

女子便所

ＬＬ準備室

（天井撤去範囲）

7,000

4
,
0
25

（
天
井

撤
去

範
囲

）

ＬＬ教室

【改修前】管理教室棟　４階天井伏図　Ｓ＝1/200

6 7

8,400

【下地共撤去処分】

軽鉄下地化粧石膏ボード t=9.0

4
,
2
00

4
,
20
0

8
,
40
0

8
,
4
00

3,865

6 7

H H

G G

8,400

【改修後】管理教室棟　４階天井伏図　Ｓ＝1/200

西側

女子便所

F F

【新設】
点検口450×450(煙感知器用）

開口補強220×1235

ＬＬ教室

廊下廊下

天井点検口(450×450)煙感知器用【新設】1ヶ所

Ｎ Ｎ

昇降路

昇降路

■ 改 修 工 事 部 分 を 示 す

【撤去処分】
化粧石膏ボード t=9.0

吊りボルトは既設埋込インサートに接続

軽鉄下地＠300 吊りボルト＠900【新設】

■ 改 修 工 事 部 分 を 示 す

化粧石膏ボードt=9.5（910×1820)【新設】

化粧石膏ボード t=9.5
【新設】

EVホール

4
,
0
25

【撤去処分】
化粧石膏ボード t=9.0

■ 改 修 工 事 部 分 を 示 す

化粧石膏ボード t=9.5
【新設】

4
,0
2
5

EVホール

吊りボルトは既設埋込インサートに接続

軽鉄下地＠300 吊りボルト＠900【新設】

■ 改 修 工 事 部 分 を 示 す

化粧石膏ボードt=9.5（910×1820)【新設】
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CHECK DRAWSCALE 鳥取県知事登録05－ 353号県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築）

【改修前・改修後】 建具表・建具配置図
Ｓ＝1/100
Ｓ＝1/200

【改修前・改修後】管理教室棟 １階建具配置図 S=1/200 【改修前・改修後】管理教室棟 ２階建具配置図 S=1/200

【改修前・改修後】管理教室棟 ３階建具配置図 S=1/200 【改修前・改修後】管理教室棟 ４階建具配置図 S=1/200

【改修前・改修後】管理教室棟 建具表 S=1/100

A-22

プロパン庫

渡り廊下

制御盤

倉庫

ＵＰ

倉庫

展示スペース

プロパン庫

渡り廊下

ＵＰ

倉庫

制御盤

倉庫

WD
10

EVホール

【改修後】 管理教室棟 １階建具配置図　Ｓ＝1/200【改修前】 管理教室棟 １階建具配置図　Ｓ＝1/200

渡り廊下

ＤＮ

ＵＰ

1
WD

コンピュータ

【改修前】 管理教室棟 ２階建具配置図　Ｓ＝1/200

渡り廊下

女子便所
西側

女子便所
西側

ＤＮ

ＵＰ

コンピュータ

11
WD

WD
12

【改修後】 管理教室棟 ２階建具配置図　Ｓ＝1/200

女子便所
西側

ＤＮ

ＵＰ

視聴覚準備室

4
WD

3
WD

2
WD

ミーティングルーム WD

■ 改 修 工 事 部 分 を 示 す

建具【撤去処分】
*

ミーティングルーム

【改修前】 管理教室棟 ３階建具配置図　Ｓ＝1/200 【改修後】 管理教室棟 ３階建具配置図　Ｓ＝1/200

ＤＮ

ＵＰ

女子便所
西側

WD
12

WD

■ 改 修 工 事 部 分 を 示 す

**
建具【新設】

WD

■ 改 修 工 事 部 分 を 示 す

建具【新設】
**

WD

■ 改 修 工 事 部 分 を 示 す

建具【撤去処分】
*

WD

■ 改 修 工 事 部 分 を 示 す

建具【新設】
**

【改修前】 管理教室棟 ４階建具配置図　Ｓ＝1/200

ＬＬ教室

ＬＬ準備室

廊下

ＤＮ

女子便所
西側

WD
5

WD

■ 改 修 工 事 部 分 を 示 す

建具【撤去処分】
*

【改修後】 管理教室棟 ４階建具配置図　Ｓ＝1/200

女子便所
西側

ＤＮ

廊下

EVホール

ＬＬ教室

昇降路 倉庫 昇降路
倉庫

昇降路

倉庫

昇降路

倉庫

姿　図

寸　法

金　物

ガラス

見　込

仕上・材料

数　量

場　所

備　考

１

２階コンピューター室

４０

型板硝子　ｔ４.０

スチール枠、引手、戸車、敷居ステンレス

シナ合板 ＳＯＰ塗

１

３階視聴覚準備室

木製

７０

１

３階視聴覚準備室

木製

７０

１

４０

シナ合板 ＳＯＰ塗

シリンダー錠

１階倉庫

－

2,
0
0
0

形　式

記　号 【撤去処分】

２枚引違い戸

WD
1

ＦＩＸ窓

【撤去処分】
3

ＦＩＸ窓

【撤去処分】
WD WD

4
WD

【新設】

木製フラッシュ片引戸

10

1,800

１

４０

シリンダー錠

丁番、ドアチェック、スチール枠、下枠ステンレス

シナ合板 ＳＯＰ塗

３階視聴覚準備室

－

片開き戸

【撤去処分】
2
WD

2,
0
0
0

800

9
0
0

FIX

1,500

9
0
0

FIX

1,000

４０

シリンダー錠

型板硝子　ｔ４.０

４階ＬＬ準備室

丁番、ドアチェック、スチール枠、下枠ステンレス

シナ合板 ＳＯＰ塗

【撤去処分】

片開き戸

WD
5

１
2,
0
0
0

800

１

４０

型板硝子　ｔ４.０

シナ合板 ＳＯＰ塗

シリンダー錠

２階コンピューター室

WD

木製フラッシュ片引戸

11
【新設】

４０

シリンダー錠

シナ合板 ＳＯＰ塗

－

２階倉庫・３階倉庫

２

片開き戸

WD
12

【新設】

2,
0
0
0

600

2,
0
0
0

800

2,
0
0
0

トーメイ硝子 ｔ３.０ トーメイ硝子 ｔ３.０

木製枠杉材、引手、戸車、敷居ステンレス 木製枠杉材、引手、戸車、敷居ステンレス 丁番、ドアチェック、木製枠杉材

500

－

【新設】
SD
1

煙感知器用点検口

４階倉庫

１

鋼板t=1.6

参考品番:パナソニック株式会社BV95381H

■ 改 修 工 事 部 分 を 示 す

**
建具【新設】

SD

SD
1

230

2
20

【特定防火設備】
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部分詳細図

Ｓ＝1/10
Ｓ＝1/20
Ｓ＝1/30

7
0

床 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ貼

交点支柱補助支柱

既 存 新 設

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ(ｽﾁｰﾙ系ﾊﾟﾈﾙ:参考商品ﾌｸﾋﾞFP3000)【新設】

接着固定 接着固定

【新設】天井化粧石膏ボード 部分詳細図　S=1/10(参考）

1
2
5

30

▽SFL

床：モルタル塗り金鏝押えの上
長尺塩ビシート貼りt=2.5【新設】

▽床高さ

70

(SUS304:ﾍｱﾗｲﾝ)

20 6
.
5

70

床 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ貼

補助支柱

【新設】間仕切り壁 部分詳細図　S=1/10(参考） 【新設】２階コンピューター室床 部分詳細図　S=1/10(参考）

（Ｓ）（Ｗ）

(5)

10

（2,100、2,165)

平 面 図

断 面 図

W

【新設】天井照明器具開口補強 部分詳細図　S=1/30(参考）

新 設既 存

L W

スラブ開口

（建具寸法＋80）

改修後

（寸法は建具表参照）

改修前

43
.
5

【新設】間仕切り壁(EVホール腰壁） 部分詳細図　S=1/10(参考）

小口:鉄筋錆止めの上モルタル補修

隙間充填剤(周囲)【新設】

軽量間仕切壁下地W=75＠455【新設】

強化石膏ボードt=12.5二重貼EP塗装(両面共)【新設】

125

257525

▽スラブ下まで

耐火構造FP060-0483同等品

軽量間仕切壁下地W=75＠455【新設】

強化石膏ボードt=12.5二重貼EP塗装(両面共)【新設】

ソフト巾木H=100【新設】

隙間充填剤(周囲)【新設】

木製枠【撤去処分】

隙間充填剤(周囲)【新設】強化石膏ボードt=12.5二重貼EP塗装(両面共)【新設】

強化石膏ボードt=12.5二重貼EP塗装(両面共)【新設】

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ(ｽﾁｰﾙ系ﾊﾟﾈﾙ:参考商品ﾌｸﾋﾞFP3000)【新設】
上がり框t=2.0【新設】

ｵｰﾙｱﾝｶｰM8×50【新設】

化粧石膏ボード　　(不燃QM-0524）
不燃積層石膏ボード(不燃NM-0441）

【新設】スラブ撤去部 部分詳細図　S=1/20(参考）

床取合部分

踏込部分

補強野縁受【新設】 補強野縁受【新設】

野縁【新設】

野縁【新設】

野縁受【新設】

野縁受【新設】

野縁【新設】

野縁【新設】

125

257525

125

軽量間仕切壁下地W=75＠455【新設】

18.5

9
0
0

30

木製(杉)見切縁25×30 SOP塗【新設】

耐火構造FP060-0415(1)同等品

【新設】３階ミーティングルーム開口塞ぎ 部分詳細図　S=1/10(参考）

軽量間仕切り壁下地W＝90＠455
(千鳥スタッド工法)【新設】

Ｗ×Ｈ

Ｗ×Ｈ

建具:FIX窓【撤去処分】

A-23

HB1:H-125×125×6.5×9【新設】

吊りボルトは既設埋込インサートに接続
吊りボルト@900【新設】

ダブル野縁50×19@900【新設】

シングル野縁25×19@300【新設】

吊りボルト@900【新設】

腰壁:コンパネ下地t=9.5の上杉縦板t=12.0本実加工WP塗装【新設】

木製H=100 WP塗【新設】

omurakouji
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Ｓ＝1/200管理教室棟改修部 区画壁等平面図

管理教室棟改修部 １階区画壁等平面図　Ｓ＝1/200 管理教室棟改修部 ２階区画壁等平面図　Ｓ＝1/200

管理教室棟改修部 ３階区画壁等平面図　Ｓ＝1/200 管理教室棟改修部 ４階区画壁等平面図　Ｓ＝1/200

管理教室棟改修部 ３階区画壁等平面図　Ｓ＝1/200 管理教室棟改修部 ４階区画壁等平面図　Ｓ＝1/200

A-24

管理教室棟改修部 １階区画壁等平面図　Ｓ＝1/200

プロパン庫

渡り廊下

倉庫

倉庫

昇降路

制御盤

特

ＵＰ

渡り廊下

コンピュータ

昇降路

女子便所
西側

ＤＮ

ＵＰ

管理教室棟改修部 ２階区画壁等平面図　Ｓ＝1/200

ミーティングルーム

昇降路

ＤＮ

ＵＰ

女子便所
西側

昇降路

ＬＬ教室

ＤＮ

女子便所
西側

特

特

特

【既存】

凡例 備考壁仕様

鉄筋コンクリート造
告示第1399号第一－二－イ

1ｈ耐火

1ｈ耐火【新設】 軽量間仕切壁下地W=75

(各両面貼り）
強化石膏ボードTt=12.5二重貼

ＦＰ０６０ＮＰ-０４８３

耐火壁リスト

面積区画・竪穴区画(建築基準法施行令112条第1項、第11項）

特

特

特

【既存】

凡例 備考壁仕様

鉄筋コンクリート造
告示第1399号第一－二－イ

1ｈ耐火

1ｈ耐火【新設】 軽量間仕切壁下地W=75

(各両面貼り）
強化石膏ボードTt=12.5二重貼

ＦＰ０６０ＮＰ-０４８３

耐火壁リスト

面積区画・竪穴区画(建築基準法施行令112条第1項、第11項）

凡 例

特定防火設備(常時閉鎖型）

特定防火設備(常時閉鎖型煙感連動式）

特定防火設備(ELVﾄﾞｱ）遮煙性能検定合格品特

特

特

特

特

【既存】

凡例 備考壁仕様

鉄筋コンクリート造
告示第1399号第一－二－イ

1ｈ耐火

1ｈ耐火【新設】 軽量間仕切壁下地W=75

(各両面貼り）
強化石膏ボードTt=12.5二重貼

ＦＰ０６０ＮＰ-０４８３

耐火壁リスト

面積区画・竪穴区画(建築基準法施行令112条第1項、第11項）

特

特

凡 例

特定防火設備(常時閉鎖型煙感連動式）

特定防火設備(ELVﾄﾞｱ）遮煙性能検定合格品特

特

【既存】

凡例 備考壁仕様

鉄筋コンクリート造
告示第1399号第一－二－イ

1ｈ耐火

1ｈ耐火【新設】 軽量間仕切壁下地W=75

(各両面貼り）
強化石膏ボードTt=12.5二重貼

ＦＰ０６０ＮＰ-０４８３

耐火壁リスト

面積区画・竪穴区画(建築基準法施行令112条第1項、第11項）

凡 例

特定防火設備(常時閉鎖型煙感連動式）

特定防火設備(ELVﾄﾞｱ）遮煙性能検定合格品特

特

凡 例

特定防火設備(常時閉鎖型煙感連動式）

特定防火設備(ELVﾄﾞｱ）遮煙性能検定合格品特

特
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Ｓ＝1/200

県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築）

参考仮設計画図

A-25

重機出入口の予定場所を示す。
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仮設間仕切りH=2700【新設】

軽量鉄骨間仕切りW=65

【仮設置】

既存ホワイトボード移設

仮設間仕切りH=2960【新設】
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軽量鉄骨間仕切りW=65
仮設間仕切りH=3050【新設】
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ミーティングルーム

片面石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

片面石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

敷き鉄板t=22
(1220*2450)2枚

軽量鉄骨間仕切りW=65
片面石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

仮設間仕切りH=2900【新設】 6,115

コモンホ－ル

重機搬入口

仮設間仕切り内床：　　斜線部
床養生(ｼｰﾄ＋ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ敷板＋ﾍﾞﾆﾔt=12)【新設】

粉 塵 が 漏 れ な い よ う 四 周 目 張 り す る こ と

※ 間 仕 切 り 壁 に お い て は 、 周 囲 の 居 室 に

凡 例

管理教室棟　４階 参考仮設計画図　Ｓ＝1/200

※ 仮 設 計 画 に お い て は 参 考 図 と す る
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不合格となった圧接部は切り取って再圧接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

§2 構造計算ルート

§3 仮設工事,土工事

§4 地業工事

構　造　特　記　仕　様　書 ２ ０ ２ ２ 年 度 版

1-6

1-7

意匠図 構造図 *設備図 )による。

印が無い場合は ※ 印を適用する。

梁貫通位置、径、及び箇所数は(

その他

印を適用し、

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。

1-2

1-1

1-3

1-4

1-5

含まない )( *含む

公共建築協会 *日本建築家協会 )

1)本特記仕様書

2)設計図

3)標準図

選択項目は

○ 印が複数有る場合は、共に適用する。

設計図書の優先順位は下記による。

4)仕様書 (

5)日本建築学会標準仕様書 , JASS5 , JASS6

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

第三者機関による検査・試験費用は工事費に

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図

鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

鉄骨工作標準図

高強度せん断補強筋施工仕様書

§1 一般事項

2-2

2-1

ルート1 ルート2 ルート3

ルート1 ルート2 ルート3

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

構造計算ルート方 向

X

Y

鉄筋の継手（定着については設計図若しくは標準図による）

※ 建築基準法施行令第73条第2項による仕様規定

日本建築学会 JASS5(2015),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

日本建築学会 RC規準2010

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条第2項の仕様規定によらずJASS5(2018),

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2018とすることができる。

3-1

3-2

場内地均し

※ 根切り土の中の良土

※ 根切り土の中の良土

山留め、根切り

埋戻し土、盛土、残土処分

埋戻し土

盛土

残土処分

搬入良土

指定場所 )

搬入良土（埋戻し土は30cm毎に転圧締固めを行うこと）

※ 場外搬出処分(* 自由

4-1 基礎及びスラブ下地業 (単位mm)

場 所

基 礎
独立,布

ベ タ

屋内

屋外

:

:

A

B

砕 石

割栗石
厚 さ捨てコンクリート厚さ

60

60

60

60

60

60 100

100

100

100

100

100 B

B

B

B

B

B

150

150

150

150

150

150

* 50

* 50

* 50

* 50

* 50

50

* A

* A

* A

* A

* A

* A

* 60

* 60

* 60

* 60

* 60

60 * 100

100

100

100

100

100

基 礎 梁

土間スラブ

土間コン
クリート

注1).アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

注2).端部aは100以上とする。

4-2 長期 短期 終局kN/m2 kN/m2 kN/m2設計地耐力

行う ( 箇所,長期設計耐力の3倍を確認する)地耐力載荷試験

4-3 地盤改良

無筋コンクリート地業 締固め工法 ソイルセメント杭

セメント系固化材撹袢 圧密排水工法

[ 載荷試験 ]一軸圧縮試験 ( 箇所)行う

[ ]六価クロム溶出試験 行う

4-4 既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

1)杭種

PHC杭 A種 B種 C種

ST杭 B種 C種A種

t mmSC杭

PRC杭 Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 Ⅳ種

B種 C種A種節杭

2)工法

打撃工法 油圧ハンマー ディーゼルハンマー

埋込み工法 プレボーリングセメントミルク注入工法

プレボーリング拡大根固め工法(認定工法)

杭周固定液 なし※ あり

中掘拡大根固め工法(認定工法)

回転埋設根固め工法(認定工法)

回転杭工法

なし※ あり先行掘削

a

※ 行わない

※ 行わない

※ 行わない

鋼管杭

注1)

50

50

§5 鉄筋工事

§6 コンクリート工事

4-5 場所打鉄筋コンクリート杭,場所打鋼管コンクリート杭

かご筋 スタッド溶接 杭外周溶接

アースドリル工法

リバース工法

拡底アースドリル工法

BH工法

GL- m

(

( 全数 % ) 行わない

方向)2

コンクリート ( 普通ポルトランドセメント 高炉セメント )B種

鉄筋

Fc

D SD390

D SD345

以上

以上D 以下

SKK400 SKK490鋼管(リブ付)

4-6 杭打地業共通事項

行う ( 箇所,長期設計耐力の3倍を確認する)

行う

* 行わない

3)杭径,設計耐力,本数表

4)杭の構成は設計図による。

5)杭頭補強

1)工法

2)杭径,設計耐力,本数表(拡底部は施工径を示す)

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

杭径(拡底部)mm

杭径(拡底部)mm

備 考本数長期kN 短期kN 終局kN

備 考本数長期kN 短期kN 終局kN管厚 mm

3)杭先端深さ

4)孔壁測定

5)使用材料

1)[ 杭長決定用先行杭 試験掘] 行わない

2)載荷試験

行う( 本)

3)SL塗布

オールケーシング工法（　　ベノト工法　　　　　　　）

※ 行う

※ 行わない

SD295

5-1 材種

D

D

以下

以上

スパイラル 工場溶接

D 以上

D 以上

SD345

SD390

SD490

重ね継手

スパイラル 工場溶接1275級

785級

685級

溶接金網

高強度せん断

補強筋

種 類 径 継 手

フック加工

重ね継手

機械継手( 級)

機械継手( 級)ガス圧接

K

5-2

P

U

溶接継手

溶接継手

SD295 ※ 重ね継手

※ ガス圧接

※ ガス圧接

※ 溶接継手

抜取り検査

(JISZ3120)引張り試験

本1検査ロットにつき 原則 柱・梁の径毎に3本* 3

(JISZ3062) 熱間押抜き試験超音波探傷試験

5-3 溶接、機械式継手の検査は各々の認定方法による他日本継手協会仕様書(2017年)による。

梁貫通補強5-4

補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。

5-5 その他

基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として ②地反力を受ける①一般

③上載荷重が大きい場合 とする。

梁の余長 の採用 大梁・小梁* D' (梁有効成) 端部上下筋15d　中央上下筋20d１

　　　　　　　　 地中梁 * min( , )L 2Ｄ’ 端部上下筋15d　中央上下筋20d

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

16

19

箇所301検査ロットにつき

1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した圧接箇所の数量で200箇所以内

6-1 設計基準強度

Fc18 Fc21 Fc24 Fc27 Fc30 Fc Fc

LFc18 LFc21 LFc24 LFc27 LFcLFc30

普通コンクリート

25 40

低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

高炉ｾﾒﾝﾄB種

砂利 高炉ｽﾗｸﾞ骨材 再生骨材

(N/mm 2)

人工軽量骨材

1)セメント

2)粗骨材

最大径(mm)

3)躯体(使用区分は設計図の軸組図に示す)

軽量コンクリート( * 1種 2種 )

※ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

※ 砕石

※ 20

気乾単位容積質量 ※ 18.5

コンクリートの仕様は設計図による。特記のない場合JASS5水中コンクリートによる。

ガス圧接部の検査(第三者機関による)外観検査全数(引張り試験の場合、施工者自主検査でもよい)

§8 コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事

4)外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会

7-8

行わない溶接部の検査(受入検査)7-11 行う

取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。

適用

室内
塗 料 種 別 標準膜厚

鉛、クロムフリ-錆び止め JISK5674 30μm

1種 2種

屋外

水系さび止めペイント JASS18 M-111

2種

30μm

* * 1種

変性エポキシ樹脂プライマー JASS18 M-109 40μm

有機ジンクリッチプライマー JISK5552

行わない行う溶融亜鉛メッキ3)

行わない行う4) 常温亜鉛メッキ

構造物用さび止めペイント JISK5551

2種

A種

15μm

30μm

7-12 鉄骨製作工場

国土交通省大臣認定(グレード)

S H M R J

溶接手法及び管理
1) 使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

2) 完全溶け込み溶接はAW検定の有資格者が行うとする指定を ※ 行う 行わない

3) 本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技能者技量検定付加試験を※ 行う 行わない

)(単位 mm7-9 デッキプレート

1) 高さ 板厚床用

2) 高さ 板厚合成スラブ用

3) タイプ形版高さ 板厚型枠用

4) 防錆処理 Z27Z12亜鉛メッキプライマー

7-10 1回、現場タッチアップ程度とする)塗装(工場塗 * 2回

1) ブラスト* ケレン素地調整

2) 下塗り用塗料

但し、代替タブのAW検定有資格者は技量検定付加試験を免除する。

※ ※

※

1)受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。

2)第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の認定を

3)受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

「JASS6 鉄骨工事 2018 付則6. 鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。

5)超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」2008により、合否

判定は7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。

6)溶接箇所数の数え方は「JASS6 鉄骨工事 2018」表10.1溶接箇所数の数え方による。

7)受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。
a)工場溶接の場合

ⅰ.検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所300箇所以内で構成する。

ⅱ.抜取り数は各ロット毎に30箇所をランダムにサンプリングする。

ⅲ.大きさ30個のサンプル中の不適合個数が1個以下のときはロットを合格とし、4個以上のときは

ロットを不合格とする。ただし、サンプル中の不適合数が1個を超え4個未満のときは、同じ

ロットからさらに30個のサンプルを抜取検査する。総計60個のサンプルについての不適合個数

の合計が4個以下のときはロットを合格とし、5個以上のときはロットを不合格とする。

b)現場溶接の場合

ⅰ.全数検査とする。

8)検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

9)ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人 建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

・補強マニュアル」等を参考にする。

8-1 コンクリートブロック

8-2 ALC パネル

1)種類

2)厚さ mm

1)使用箇所

2)厚さ mm

3)外壁取り付け構法

内壁床 屋根 外壁

15075 (80) 100 175

A 種 B 種 C 種

100 120 150 190

方 向 構 法 使 用 箇 所 備 考

8-3 押出成形セメント板

外壁取付構法及び厚さmm

備 考使 用 箇 所構 法方 向

縦

横

8-4 PCa板

床 屋根

合成板

1)床及び屋根

現場打厚さ 合計厚さ 備 考mm mm mmPCa板厚さ

2)外壁 厚さ mm

PCa板単独 厚さ mm

スライド構法

ロッキング構法

120(125)

ロッキング構法

アンカー構法

縦

横

§7 鉄骨工事

膨張材6-2

)

)

Fc

Fc

LFcFc

(ただし柱,壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)

(気乾単位容積質量

6-3

減水剤 躯体防水材

Fc LFc (気乾単位容積質量

AE高性能

cm

%

kg/m3

kg/m3

60以下

185以下

270以上

備 考一 般

1815

基礎, 地中梁箇 所

単位セメント量

スランプ

水セメント比

単位水量

6-5 調合 (補正値は工事費に含む)

短期(18) 標準(24)

F≧0.85Fm+3σ

6-6

Fm=Max(Fc,Fd)+S

超長期(36)長期(30)

空気量スランプ

]

][

[

試験 (躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)6-4

アルカリシリカ反応性塩分含有量

行う

行う

行う

行わない

行わない

行わない

行わない

S＝3～6

3 日

5 日

8 日

基礎、梁側、柱、壁

5N/mm2

0 ℃以上

5 ℃以上

15 ℃以上

圧縮試験による場合

4)土間コンクリート

5)捨てコンクリート

※ 18.5

※ 18.5

※ 行う

※ 行う

※ 行う

※ 行わない

※ 行わない

減水剤混和材 ※AE

注1）.混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたもの使用する。

スラブ下

17 日

25 日

28 日

28 日

梁 下

注）設計強度注）0.85Fcまたは12N/mm2

6)防水押さえコンクリート

7)かさ上げコンクリート

1)骨材

2)フレッシュコンクリート

3)躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

4)コンクリートコア抜き取り圧縮試験

5)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)

6)単位水量測定

計画供用期間の級( )は耐久設計基準強度Fd

調合管理強度

材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。

F≧Fm+1.73σ

せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)

の材齢
コンクリート

による場合

注2).スランプは特記なき限り施工者が決めた監理者に報告する。

Fc36を超える場合は高強度コンクリートとし、仕様は別記特記仕様書（JASS5等）による。6-8

が変わる場合があるので注意すること。

劣化等級2又は3を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)2-7かぶり厚さ

住宅性能表示6-7 等級2 等級3劣化等級

注）かつ、施工中の荷重及び外力について、構造計算により安全が確認されるまで。

18

185

270

全般

トルシア形が使用できない部分

母材が亜鉛メッキされている部分

屋内環境

7-1 材種及び使用箇所

SM400A SM490A

SN400A

SN490C

SN400B SN490B

SN400C

BCR295

BCP235 BCP325

STKR400 STKR490

STK400 STK490

SHC400CSHC400B

SHC490B SHC490C

SSC400

SNR400

SS400

規 格 名 称

一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

建築構造用圧延鋼材

一般構造用角形鋼管

冷間成形角形鋼管

熱間成形角形鋼管

一般構造用炭素鋼管

一般構造用軽量形鋼

建築構造用圧延棒鋼

鋼 材 名 柱
通 し
ダイア

内
ダイア

大梁 ﾌﾞﾚｰｽ
小梁
他

7-3 普通ボルト,アンカーボルト

1) 材質

使用する 使用しない

SS400 SS490

ABR490

( 以上)M

ABM400

7-2 高力ボルト

使 用 箇 所高 力 ボ ル ト の 種 類

トルシア形高力ボルト

JIS形高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

超高力ボルト

F10T

S14T

F8T

* S10T

ABM490(ABMはM24以上)

7-4 頭付きスタッド

2) 大臣認定柱脚(メーカー仕様による)

使 用 箇 所長 さ(mm)径

100 120 150

80 100 120 150

80 100 120 15016 φ

19 φ

22 φ

7-6

7-7

7-5 溶接材料

継手

1)アーク溶接に使用する溶接棒,ワイヤ及びフラックスは母材の種類,寸法,及び溶接条件に相応

したものを選定する。

2)ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

フランジ

ウェブ

柱 梁

* 高力ボルト

* 高力ボルト

高力ボルト 現場溶接 現場溶接

高力ボルト 現場溶接 現場溶接

スカラップ工法スカラップ形状　 ※ ノンスカラップ工法

65
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120

TITLE
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一級建築士事務所 一級建築士登録　第128375号
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CHECK DRAWSCALE 鳥取県知事登録05－ 353号 NO.
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県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築）

構造特記仕様書（1）

　ABR400

S-1

omurakouji
米子西EVA２



§３　柱

３．構造特記仕様書２－２で政令第７３条とした場合、主筋又は耐力壁の鉄筋の

a

間隔：ａ≧400

a

間隔：ａ≧400
かつb+40

b
２．機械式継ぎ手

カップラー

４．Ｄ３５以上の鉄筋は原則として重ね継手は用いない。

　　合は２サイズ、突合せ溶接の場合は１サイズまでとする。

６．突合せ溶接継手及び機械式継手の場合はメーカー仕様による。

　下記の１．～７．に示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

１．あばら筋及び帯筋　　　　２．煙突の鉄筋

３．柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）

柱梁

４．片持ちスラブの上端筋の先端

５．最上階及びこれに準ずる箇所の柱頭の四隅の鉄筋

６．杭基礎の基礎筋（偏心基礎及び杭２本打以上の場合）

７．鉄骨柱の脚部の基礎柱、又は根巻コンクリートの四隅の鉄筋

　鉄筋のあきａは原則として下記による。

　　　呼び名の数値ｄの　1.5 倍以上

　　　粗骨材の最大寸法の1.25倍以上
かつ25以上

D Da※

※Dは最外径を示す。
　鉄筋径が異なる場合は大きい方による。

　ニ段筋のあきは1.5ｄとする。

鉄筋に対するコンクリートの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

50 (40)
※1　　※1

50 (40)
※1　　※1

かぶり厚さ
部 位

仕上げあり 仕上げなし

屋 内 30 (20) 30 (20)

40 (30)30 (20)屋 外

柱
梁

耐力壁

非耐力壁
床スラブ

屋根スラブ

屋 内 40 (30) 40 (30)

50 (40)40 (30)屋 外

擁 壁

土に接し
ない部分

50 (40)
※2　　※2

※2　　※2
70 (60)

土に接す
る部分　

基 礎 ・ 擁 壁

柱・梁・床スラブ・壁
布基礎の立上り

１．（　）内の数値は最小かぶり厚さを示す。

上図の　印の鉄筋の末端にはフックが必要。

　　場合、主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手重ね長さは設計者の指示による。

　　継手重ね長さは左下表Ｌ1 かつ４０ｄ（軽量コンクリートを使用する場合は

　　５０ｄ）とする。

４．構造特記仕様書２－２でＪＡＳＳ５（２０１５），ＲＣ基準２０１０とした

　　参考値として上表（２０１５）にＬ1 Ｌ2 を示す。

１．ガス圧接、溶接継手

　　（ガス圧接、溶接、機械式継手等による）

５．鉄筋継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋径の差はガス圧接の場

３．重ね継手（壁、スラブ筋を除く。）

1.5L1h以上

L1h

1.1d以上

ガス圧接

e

d

0.2d以下 1.4d以上

L1h

約0.5L1h

L1

約0.5L1

２．仕上げあり　とは、鉄筋の耐久性上有効な仕上げのある場合とする。

４．※２　軽量コンクリートの場合は、これに１０加算する。

　　できる。

　　とする。

５．柱・梁の主筋の最小かぶり厚さは、表の数値以上かつ主筋径の1.5倍以上

３．※１　品質・施工法に応じ、工事監理者の承認で10減の値とすることが

　設計者判断により、設定を取得した工法ではａ＝0とできる。

h
0
/
4

h
0
/4

h 0

D

ａ≧400

重ね継手

h
0
/
4

h
0
/4

h 0

D

L1h

約0.5L1h

　　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。

500以上（※Ｄ) ※Ｄ

　柱成Ｄ以上。

ガス圧接、溶接、機械式継手

※最下階柱脚はスラブ天より

6d
以
上

３－２

主 筋 の 定 着

３－３

帯 筋

副 帯 筋

３－４

補 助 筋

パネルゾーン部分は

h
0
/
2+
D
'
以
上

h
0
/
2
+
D'
以

上

L
2

4
00
以

上
4
00
以

上

L
2

h 0
L
2

h
0

150以上(水平長さ)バーサポートも可

L
2
か

つ

1
.
5D
以

上

D

0
.
5D
以

上

ニ重帯筋

D
4
0
0
以
上 L
1

e

D

２巻き e

e/D ≦ 1/6

柱径が異なる場合

　その間を設計ピッチ以下に割り付ける。

　帯筋の加工は下図による。

〃
p

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃p

※1

※2

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

直交梁

第一帯筋

第一帯筋

基礎梁

6d
以
上

交互配筋

135°フック
割りフープでも可

6d以
上

6d以
上

副帯筋（180°フックも可）

　パネルゾーンの帯筋は設計図によるが、明記なき場合は下記による。ただ

　し、帯筋量（ｐｗ）は0.2％以上とする。

　※１．設計ピッチの1.5倍以下とする。　　形以上の場合は同径同材質で

　　　　　　形@100以下とする。

　※２．基礎梁部分は、同径で　　形@150以下とする。

　スパイラル筋の末端処理及び継手は下記のとおりとする。

　１．末端は1.5巻以上の添巻きをし、図ａのフックをつける。

　２．重ね継手は重ね長さ50d以上とし、図ａ又は図ｂのフックをつける。

図ａ l:片面溶接の場合

d

2d 2d5d

ld

d

1.5巻以上の
添巻き

　10d以上

　両面溶接の場合

　5d以上

　ただしD16以下

スパイラル筋末端部（定着部）

溶接の場合

d図ｂ
図ａ
図ｂ

50d以上

図ａ

50d以
上

図ｂ図ａ
図ｂ

d

スパイラル筋中間部（重ね継手）

D=3dD=3d

図ａ 135°フック 図ｂ 90°フック

6d以
上

9d以
上

12d以上

15d以上

巾止筋

4d以上

4d
以
上

4d以上

ニ段配筋の場合

ニ段配筋
形成筋

　補助筋はD10をピッチ

　600以内に割り付ける。

e/D ＞ 1/6

　第一帯筋（D13以上使用の事）は梁面に入れ、

　構造計算によって確認すれば、それによってもよい。
※余長 D'は柱有効成（DX' DY'の大きい方）とし、

L
2
h

DY D
Y
'

DX'

DX

柱頭に機械式定着を採用する場合
技術評価で認められた条件を満足
すること。

柱頭の配筋

柱断面

(L
2
h
)

DX

　巾止筋を設ける場合は

　設計者の指示による。

※150以下

※150を超える場合は設計図による。

(L2h)はＲＣ基準2010　17条によってもよい。又は右図による。

L
2

拘束帯筋

§４　梁

３－５

柱 の

コンファインド

補 強

４－１

主 筋 の 継 手

４－２

主 筋 の 定 着

及 び 余 長 　

外　柱

中　柱

４－３

あ ば ら 筋

副 あ ば ら 筋

　補強する柱は設計図による。（柱頭、柱脚柱成の範囲を補強する。）

a
a

b

　ａ　スパイラル帯筋 @60～75（有効間隔50程度）

　ｂ　溶接閉鎖型帯筋 @60～75（有効間隔50程度）

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

l0

CL
L1

　定着形状を下記以外とする場合は設計図書による。

D

l0/4

L1

D l0/4 Dl0/4

l0/4

D

CL

ニ段筋

a2

a1/a2≦1/6

a
1

L 2

最 上 階

つり筋2-D13(束ね筋)以上とする。

全長L2

L0/4 a2

a1/a2＞1/6

a
1

L1
L1

3/4D以上かつLa

全長L2
一 般 階

外柱の下端筋は上向きの方が望ましい。

D

　梁主筋は原則として通し筋とするが、拘束筋

　　をあばら筋と同径同ピッチで落とし込む。

拘束筋

梁成が異なる場合

D

e

e/D≦1/6
D

e/D＞1/6

e

L2

(水平に定着してもよい)

　第一あばら筋は柱面に入れその間を設計ピッチ以

　下に割り付ける。

※30

p p〃〃〃〃

第一あばら筋

設計ピッチ以下

腹筋

※ねじれ応力を受ける腹筋

　は定着長さL2とする。

　⑨⑩は梁成の大きい場合。

　135°フックは180°フックでも可とする。

　溶接継手は帯筋の項を参照のこと。

6d
以
上 ※8d以上① ⑤

※8d以上

6d以
上

b/3かつ170以上

6d以
上

b

※
8
d
以
上

6d
以
上

2
d

2
d L
1
h

10
d
溶
接

⑩は、溶接継手または重ね継手のどちらかとする。

※柱面より梁成の範囲は、180°フック又は135°フックが望ましい。

L
2

２巻き

　あばら筋の加工は下図①又は⑧による。

　②③⑤⑥⑨は同時打込みのスラブの場合に限る。

6d以
上

　①はピッチ2pで交互配置とする。

6d
以
上キャップタイ

　　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。（告示平 12第 1463号

　使用基準参照）溶接継手の場合でも柱面より500以上はなすこと。

3/4D以上かつLa

3/4D以上かつLa

6d以
上

④

6d
以
上

キャップタイ
③

6d
以
上

6d
以
上

②

6d以
上

※
8
d
以
上

※
8
d
以
上

上端筋は
上階柱面から

D
'

D'は梁有効成

L 2

L0/4

　それによってもよい。

ｌ1以上

ｌ1以上

ｌ1以上

※余長ｌ1は構造特記仕様書５－５項によるが、構造計算によって確認すれば、

§１　一般事項

§２　共通事項

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

　　また本標準図に明記なき場合は構造特記仕様書１－２－４に指定した共通

３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。

４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。

　　－ト造配筋指針・同解説（2021）」による。

　　仕様書及び日本建築学会「JASS5(2018)」及び「鉄筋コンクリ

１．使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

L2

余
長

(
8
d
以
上

)

L2h

La,Lb採用時全長L2

直線定着 90°ﾌｯｸ付定着

L2h

(6d以
上
)

余
長

135°ﾌｯｸ付定着

L2h

180°ﾌｯｸ付定着

余長

(4d以上)
La,Lb

多い

少ない

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32 D35 D38 D41

11 14 18 33 40 43

Dd
d D

d D

余長
4d以上

余長
6d以上

余長
8d以上

下端筋

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

記 号

呼び径ｄ

最外径Ｄ

柱・梁・基礎の主筋、及び、その他の鉄筋の折曲げ形状・寸法

曲げ内法
鉄筋の折

直径(Ｄ)

鉄筋の径
による区
分

鉄筋の使
用箇所に
よる呼称

鉄筋の
種 類

折曲げ
角 度

図

180°

135°

90°

あばら筋

スパイラル筋

スラブ筋

壁 筋

帯 筋

基礎主筋

柱・梁主筋

SD295

SD345

SD390

SD490

D16以下

D19～D41

D41以下

D25以下

D29～D41

3d以上

4d以上

5d以上

5d以上

6d以上

定着の長さ

一 般 小梁・床スラブ

上端筋

ﾌｯｸ付Lb L3,L3h下段 ﾌｯｸ付 L2h,La

上段 直線　L2上段 直線　L1

下段 ﾌｯｸ付 L1h

重ね継手の長さ
ｺﾝｸﾘｰﾄの

設計基準

強度　　

(N/mm2)

鉄筋の

種類　

18
45d(50d)

35d

40d

30d ,20d 15d

(20d)40d(45d)

30d

35d

25d ,15(20)d

30～36

39～45

48～60

35d(40d)

25d(30d)

30d(35d)

20d(25d) ,15(20)d

35d

25d

30d

20d ,15d

30d(35d)

20d(25d)

25d(30d)

15d(20d) ,15d

30d

20d

25d

15d ,15d

15d

SD295

( )はSD345

を示す

21

24～27

50d( - )

35d( - )

40d( - )

30d( - ) ,20d( - )

45d(55d)

35d(45d)

40d(45d)

30d(35d) ,20(25)d

20d

( - )

30～36

39～45

48～60

40d(50d)

30d(35d)

40d(45d)

30d(35d)

35d(40d)

25d(30d)

35d(40d)

25d(30d) ,20(25)d

,15(20)d

,15(20)d

35d(40d)

25d(30d)

30d(35d)

20d(25d)

( - )

15d

L3h=10d

L3=20d

床ｽﾗﾌﾞ

の場合

L3=10d

かつ

150以上

SD490

は適用外SD390

(SD490)

(-)は適用外

一般定義の直線L2またはフック付のL2h,La,Lbの図

　フックのない場合

　フックのある場合

　本数に差がある場合

　機械式継手表示

SD345

21

　ガス圧接、溶接継手表示

22 26 29 37 47

　　仕口面から鉄筋の折曲げ起点までとし、末端のフックは定着長さに含まない。

２．軽量コンクリートを使用する場合は、２－３の数値に５ｄを加算する。

１．重ね継手の長さは鉄筋の折曲げ起点間の距離、又、フック付きのＬ2ｈは

２－４

２－５

鉄筋のフック

継 手 一 般

２－６

鉄 筋 の あ き

２－７

か ぶ り 厚 さ

３－１

主 筋 の 継 手

１－１

基 本 事 項

１－２

そ の 他

２－１

鉄 筋 の

表 示 記 号

鉄 筋 の

２－２

折 り 曲 げ

２－３

鉄 筋 の 定 着

及 び 重 ね 継

手 の 長 さ 　

に準拠
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斜筋

§６　壁

さし筋は、縦筋と同径
同ピッチとする。

横筋

梁

柱梁
縦筋

柱梁
梁の上面
までのばす

§５　スラブ

横筋 縦筋※

l

L2

※
L
2

※
L
2

L
1
+5
0

D

① ②

L
2

L
2

土圧を
受ける壁

③

１．補強筋は原則として工場製品（認定品）を使用する。

２．認定品を使用しない場合は下記によるが、補強筋は設計者の指示による。

L1

L1

9
0
0

900

溶接金網による方法

縦横共
6φ@100

lx/4

ly

lx/4

l
x/
4

l
x

lx
/
4

C

C C

C

D D

A

A

B

L 2

※LbかつB/2以上

L3

B

15d以上

15d以上

肩筋D13以上 肩筋D13以上

t

※４－５ａ）定着に同じ lx ≦ ly

外周部は8d以上
折り曲げる

継手位置は原則として下表によるが、右図でもよい。

短辺・長辺方向

長辺方向

短辺方向
上端筋

下端筋

標準継手位置

B

BA

A C

D

D

L1

先端に荷重がある場合片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。

開口補強 A:開口面積

L
2

0.3㎡ ＜ A ≦ 1.0㎡
かつ l ≦ 1.0ｍ

大梁又は小梁に
L2定着

A ≦ 0.3㎡
かつ l ≦ 0.6ｍ

6-D13

大梁 小梁
L 2

L
2

l

L2 l L2

4-D13

4-D13

L
2

L2 L26-D13

注）スラブ筋を切断しない場合は補強を要しない。

段違床

45°

L1

200

S
t

かつスラブ厚以上
S＞tの場合は
設計図による。

L2

1000

各D13

D13 D10 @200
(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

ＲＣ壁・ＣＢ壁が床に乗る場合

1
5
00

1500

鉄筋による方法

スラブ筋と同径で1/2ピッチ以下(≒@100)
程度となる様に上端に補強筋をいれる

庇

補強範囲

セットバックを含む
屋根屋上スラブ偶角補強

l

l以上

D以上

L1

あばら筋と同径、同数で@100以下とする。

LaかつB/2以上

L
2

受筋D13

水平定着とする場合は設計図による。

25d以上又はL3h

L
24
d

D
φ

　梁貫通孔は梁成の1/3以下とする。

　以上とする。

　また位置は原則として柱面から梁成Ｄ以上

　はなし、梁成の中央D/2の範囲内とする。

　孔が複数の場合は中心間隔を径(φ)の３倍

　補強を省略することができるが、孔際の両側に

　※縦筋はあばら筋加工とする。

　φが100mm未満、かつD/10以下の場合は

　かぶり厚さを確保してあばら筋を追加する。

６－２

７－１

独 立 基 礎

７－２

杭 基 礎

７－３

べた基礎継手

及び定着　　

壁 配 筋

６－３

補 強 筋

　定着長さはL2、及び継手長さはL1とする。

§７　基　礎

　※ただし耐震壁で帯筋、あばら筋の内側に定着できない場合は、l=8d かつ

　　150以上45°～90°折り曲げ、定着長さはL2かつD/2以上とする。

※4-5a）上端筋定着に同じ

▽G.L

　土圧を受ける壁の外側鉄筋の定着は③図による。

　継手位置はどの部分でもよいが、土圧を受ける壁は５－２項の土圧転倒を上端

　筋側に読み替える。

壁の配筋は設計図書による。

　ダブル配筋では巾止筋を縦横共D10@1000以内を標準とする。

開口部

L2

L 2
L
2

L2

2L
2

L
2

L 2

L2

2L
2

300
60
0

300300

600

6
0
0

斜筋の代わりに溶接金網6φ@100とする。

※

鉄筋による方法 溶接金網による方法

　斜筋は内側に配置する。壁筋を切断しない場合は補強を要しない。

交差部 継手L1

D13

継手L1

2-D13

継
手

L
2

4-D13

D13
2-D13 2-D13 4-D13

端 部

1
20
以

下

1
5
0

　開口補強筋はリストによる

1
50
以

上

200 　-D10同ピッチ
(耐震壁の場合)

耐震壁の場合はフックをつける

スリット

t (梁)

D10@400程度

t

スリット材

250250

w1

D10@400程度
(省略してもよい)

(柱)

スリット

スリット幅　w1 ≧ 25かつスリット長さの1/100

　　　　　　w2 ≧ 15

10以上打増し

4d以上

15d

▽G.L

ハカマ筋 90°フックも可

CL

L
2

補強筋

スタッド溶接

既製コンクリート杭

　１本杭で偏心していない場合は、立上り筋不要

　杭頭補強筋は設計図による。 20
d

ａ　隅角部

a2

l0/4

15d以上※LbかつB/2以上

B

a1/a2≦1/6

　※斜筋を縦・横補強筋でおきかえる場合は設計者の指示による。

D

a

　　（通し配筋の場合は不要）

継手位置は５－２項の上端筋、下端筋を逆に読み替える。

　杭頭を切断した場合の補強は、設計図による。

肩筋　主筋の径以上

t

L
2

a1

20d以上

L3h又は20d

10以上打増し ただしかぶり厚さ 50(軽量

コンクリートの場合 60)の

場合は不要

1
0
0

1
00

D

2
0
d
以
上

スリット材

25
0

w 2

2
50

８－２

土間コンクリ

ート　　　　

７－４

基礎と基礎梁

８－１

階 段

８－３

打 増 し 補 強

８－４

増 築 予 定

§８　その他

　　　　は打増し部分を示す。　　　　と配筋してもよい。

　補強筋　定着は20d(L3) ( )は、主要な耐力壁等が取付く場合で設計図による。

　　　100＜ｔ≦200 D16@300

　　　ｔ≦ 50 補強無し

　　　ｔ＞300 設計図による

200＜ｔ≦300 D16@200

50＜ｔ≦100 D13@300

t

L1

L1

t

l0/4

15
d以

上

L3

L2

l0/4

20
d以

上

D10

D13

イナズマ筋
D10 @200

l0

l0/2

スラブ階段

D13@300

D10@200
(　形でも可)

D13

D10@200

t

2
t

L
2

500以上
D10@200 L=400

D13
D10

ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強

t

L2

L
2

150以上

L 2

D13@300ﾀﾞﾌﾞﾙ

D16@200以上

D13@300ﾀﾞﾌﾞﾙ

　補強部　　　の厚さは梁巾とする。

片持階段

※壁配筋が片持荷重を受ける配筋と

　されている場合は不要。

t≧180

5
0
d以

上
3
0
d
以
上

30
d
以

上
5
0
d
以
上

8d以上

L
2

下端筋定着
20d以上

※補強筋D13以上(ダブル)

主筋D13

D10
イナズマ筋
D10 @200

受筋D13

　-D10@200(共通)

柱

t

t

梁

腹筋に準ずる

補強筋補強筋

補強筋

L2L2

L
2

L
2

20d(L3) 20d(L3)

2
0
d
(L
3
)

5
0
5
00
以

上

500以上 50

柱 梁

すべて定着する

500以上

通し配筋可

500以上

L1+50L1+50

スラブ 壁

　　　　は、はつり部分を示す。

　増築時の継手は、原則として柱・梁の主筋は溶接継手する。

　（増築側の鉄筋は水平定着でもよい。）

又は、帯筋
あばら筋相当

梁主筋は原則として

　　　原則として、構造図に記載された個所以外に打増ししてならない。

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)

③　上載荷重が大きい場合は②の主筋継手位置を上下逆にする。

腹筋
受筋

巾止筋

つり筋

斜め可

水平定着でもよい。

通し筋としてもよい。

4d以上

4
d
以
上

4d以
上

下向き可
斜め可

B

D

受　筋
つり筋

巾止筋

腹筋
900≦Ｄ＜1200　4-D10(2段)

600≦Ｄ＜ 900　2-D10(1段)

Ｄ＜ 600　不要

1200≦Ｄ　　　 D10 @300以内

D10 @1000以内で割り付ける。

D10 @1000以内で割り付ける。

l0/4l0/4l0/4

l0

l0/6

L1

CL
L1

不連続端（外端） 連続端（内端）

　　　　印内に継手中心部を設けること。ただし溶接継手の場合は梁面より

　500以上離すこと。

l0/4

l0

l0/6 l0/4

D

D
'

CL

LbかつB/2以上

L 2

L3h

不連続端（外端） 連続端（内端）

　下端筋は水平定着でも可。上端筋には継手を設けてはならない。

元端先端

l0

d
0

(
有
効

せ
い

)

L22l0/3+15d

(Lは必要付着長さ)

100以内

l0

先端小梁のない場合

　　余長はl1{l1≧min(D',L2)}とする。

　　余長l1は構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

①　一般（独立基礎、杭打独立基礎）

CLl0/4 l0/4

L1

L1

l0

3/4以上かつLa

全長L2

3/4以上かつLa

全長L2

CLl0/4 l0/4

L1

l0

3/4以上かつLa

全長L2

②　地反力（又は杭反力）を受ける場合

l1 l1

L1

※
L
2D
'

B

※

※
(
L
2
)

※
(
L 3
)

①　地反力を受けない場合は（４－５）による。

②　地反力を受ける場合

CL l0/4

L1l1 l1

l0/6

L1L1

Lb

l0

l3h

L
2

不連続端（外端） 連続端（内端）

l0/4

　　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。ただし溶接継手の場合は

　４－５ａ定着によってよい。

　柱面（基礎小梁の場合は梁面）より500以上はなすこと。Lbとれない場合

かつL

25d又はL3h

※　地反力を受ける梁は構造特記仕様書５－５項および設計図に示す。

ｌ1以上 ｌ1以上

ｌ1以上 ｌ1以上

※水平投影長さ8ｄ確保できない場合

　余長部で L2 , L3 とする

ｌ1：構造特記仕様書 5-5項 余長参照

４－７

梁の貫通補強

６－１

定 着 及 び

継 手 　 　

５－１

鉄筋の折り曲

げ及び定着　

５－２

継 手

片 持 ち

ス ラ ブ

５－３

補 強 筋

５－４

※設計者の判断による。

3/4以上かつLa

４－４

補 助 筋

４－５

小 梁 及 び

片 持 梁

ａ）小　　梁

継　　手

定　　着

ｂ）片 持 梁

定　　着

継　　手

４－６

基 礎 梁 及 び

基 礎 小 梁

ａ）基礎梁の

継手及び

定着

ｂ）基礎小梁

の継手及

び定着

D

TITLE

NAME TOTAL

一級建築士事務所 一級建築士登録　第128375号

FAX 0859-56-2988℡ 0859－ 56－ 2852鳥取県米子市淀江町佐陀66－ 1

松 田 建 築 事 務 所 松 田 俊 男

CHECK DRAWSCALE 鳥取県知事登録05－ 353号 NO. S-3県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築）

構造特記仕様書(3)・鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)

omurakouji
米子西EVA２



４－１

隅 肉 溶 接

§４　溶接接合

余
盛
:Δ

α

S

G=0

W1
記号　W1

t

t ≦ 16 16 ＜ t ≦40

脚長(S)0 ≦ ΔS ≦ 0.5S

　　　　かつΔS ≦ 5

　　　　　　ΔS ＝ S'－S

　　　　S ＝ 設計サイズ

　　　　S'＝ 実際サイズ

余盛 0≦Δα≦0.4S かつ Δα≦4

t

s

6以下

t

9

97

12 14

10

16

12

19

11

22 25 28 32 36 40

13 15 17 19 21 24

s
s/2 s/2

記号　W1

60°

t

W1

断続隅肉溶接の長さL

Ls s L≧10Sかつ40以上

１）板厚の異なる場合（通しダイアフラムは除く）４－２

完 全 溶 込 み

溶 接 　 　 　

(突 合 せ 溶 接 )

2.5以上
1

a＞10a≦10

クレーンガーダーの場合は、全て2.5倍以上の勾配をとる。

２）エンドタブ

両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。

長さｌは35以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。

エンドタブを切断する場合溶接終了後母材より5～10mm

はなして切断する。代替タブを採用する場合は溶接技量

付加試験に合格した溶接工によること。

エンドタブ、裏当て金の組立て溶接は右図による。

通し形裏当て金 分割形裏当て金
l

5～10mm

l

5～10mm

隅肉溶接S=4～6mm
1パス長さ=40～60mm程度とする

３）開先加工（下図は参考とする。）

ａ）スカラップ工法

γ2

γ1

γ2

γ1

　スカラップの円弧の曲線は、フランジに滑らかに接する

　なお複合円は滑らかに仕上げること。

　完全溶込み溶接部以外のスカラップはγ=25程度とする。

ｂ）ノンスカラップ工法

４）開先形状

記 号 形 状 適用板厚

W2

G
25以上

9
以

上
R

α
1

裏当て

W3

MC-BL-2

GC-BL-2

R

G

α
1

裏はつり

G

裏当て

FB-4.5×19

α
1

裏はつり

G

α2

Rd
1

d
2

MC…はアーク手溶接　　GC…はガスシールドアーク溶接・セルフシールドアーク溶接の記号を示す。

W4

W5

MC-BK-2

GC-BK-2

溶 接 　 　 　

４－３

部 分 溶 込 み

t

D

12 16 19 22 25 28 32 36 40

1610 11 12 13 13 14 15 15
D=(t-2)/2

t/4 ≦ S ≦ 10

12 ≦ t ≦ 40 16 ≦ t ≦ 40

片面溶接　W6 両面溶接　W7

t

45
°

t

45
°

D SS S D
2

SD

　ように加工する。γ1は 35 程度、γ2は 10 以上とする。

機械加工＋ガス切りタイプ

寸 法

アーク手溶接 ガスシールド及びセルフ
シールドアーク溶接　　

G

R

α1

G

R

α1

G

R

α1

G

G

2/3(T-R)d1

R

d2

α1

α2

3～6

(T-R)1/3

6～

6～

16～

－２

－２
＋１

－２
＋２

2/3(T-R)

－２
＋２

(T-R)1/3

－０

(-3 )

(-2 )
(+2 )２

(-5°)

２

７

２

－２

＋１
－２

-2.5°

-1

+2
-2

(-5°)

(-3 )

(-2 )

35°

-1° (-2°)

０

２２

０ ＋2.5
-2

-2.5°

-2.5°

(+4 )
(-0 )

(+3 )
(-2 )

－０

＋２
－２

(-2 )

(-2 )

(+3 )

45°

０ +2.5 (+4 )
(-0 ) ０ －０

(+2 )

(+3 )

(-0 )

(-0 )

２ ＋２
－２

(+3 )
(-2 )

45°

60°

Ｔ Ｔ

45°

60°

－２

(-5°)

(-5°)

(-3 )

-2.5°

-2.5°

-2.5°

－２

(-5°)

(-5°)

(-3 )

-2.5°

-2.5°

＋2

２ (+3 )
(-2 )

45°

9

35°

7

＋2

MC-BL-1B

GC-BL-1B

T

T

T

T

※

(+3 )

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

+∞

+∞

+∞

+∞ +∞

+∞

+∞

+∞

+∞30°

+∞

+∞

小文字は・・・・・示す　　※十分な品質・・・行う

MC-B1-1B

GC-B1-1B

+∞

+∞ +∞

(-5°)(-5°)

４－４

フ レ ア 溶 接

D

D/2 D/2

D

D/2 D/2

D
/
2

D

s

stt

t＜3 のとき s=3
t≧3 のとき s=t

丸鋼等溶接　W8 軽量形鋼等溶接　W9

そ の 他

４－５

加工工程中及び現場建方後においてもアークストライク、ショートビートをしてはならない。

§５　継　手

５－１

継 手 リ ス ト

a
1

g
1

e p p e10

l1

g 2
g
2

g
1

a
1

10 e eb b b

l1
10 e p p p e

g
1

g
2

g 2

a
1

l1

フランジ巾　350,400フランジ巾　250以下 フランジ巾　300

10 e e (ウェブ)

l2

e
p

p
p

e

a 3

t
2

A

t
2
2

t
2
1

t1

t11

a1

a2

ボルト本数表示 10 e (ウェブ)ep

e
p

p
p

p
e

a 3

l3

B

添　板

t11×a3×l2

2PL－
ピ
ッ
チ

ボ
ル
ト
総
本
数

2PL－

内側添板外側添板

4PL－

t21×a1×l1 t22×a2×l1

ボ
ル
ト
総
本
数

高
力
ボ
ル
ト
径

H－A×B×T1×t2

BH－A×B×T1×t2

主　材材　種
フ ラ ン ジ ウ ェ ブ

H－　　×　　×　　×　 　　×　　×　　 　　×　　×　　 　　×　　×　　

H－　　×　　×　　×　 　　×　　×　　 　　×　　×　　 　　×　　×　　

H－　　×　　×　　×　 　　×　　×　　 　　×　　×　　 　　×　　×　　

H－　　×　　×　　×　 　　×　　×　　 　　×　　×　　 　　×　　×　　

H－　　×　　×　　×　 　　×　　×　　 　　×　　×　　 　　×　　×　　

H－　　×　　×　　×　 　　×　　×　　 　　×　　×　　 　　×　　×　　

H－　　×　　×　　×　 　　×　　×　　 　　×　　×　　 　　×　　×　　

H－　　×　　×　　×　 　　×　　×　　 　　×　　×　　 　　×　　×　　

H－　　×　　×　　×　 　　×　　×　　 　　×　　×　　 　　×　　×　　

H－　　×　　×　　×　 　　×　　×　　 　　×　　×　　 　　×　　×　　

H－　　×　　×　　×　 　　×　　×　　 　　×　　×　　 　　×　　×　　

H－　　×　　×　　×　 　　×　　×　　 　　×　　×　　 　　×　　×　　

H－　　×　　×　　×　 　　×　　×　　 　　×　　×　　 　　×　　×　　

H－　　×　　×　　×　 　　×　　×　　 　　×　　×　　 　　×　　×　　

２．ａ3は原則として梁成の2/3以上確保すること。

e
e

p

10 e e

W1

G.PL

e
e

p

10 e e

G.PL

e
e

p

e e

G.PL

e e
10

2PL
５－２

小 梁 仕 口

Ａ１タイプ Ａ２タイプ Ａ３タイプ

ピン接合

Ａタイプ

W2,W3orW4

W1
剛接合

Ｂタイプ

１．Ｇ.ＰL,Ｒ.ＰLは材種、版厚とも小梁のＷ.ＰLと同等以上とする。

２．継手プレート及び高力ボルトはリストによる。

１．フランジＰL面もしくはウェブＰL面で、段差1mmを超える場合は、フィラーＰLを入れて調整すること。

10 g1 e ep

G.PL

R.PL

Ｂ２タイプ

W1

Ｂ１タイプ

W1R.PL

§１　一般事項

１－１

基 本 事 項

鉄 骨 工 作 標 準 図 ( 1 )

　　構造特記仕様書１－２－４,５に指定した共通仕様書および標準仕様書による。

１）使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

２）設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。また本標準図に明記なき場合は、

３）制作精度等に関しては、ＪＡＳＳ６の付則６「鉄骨精度検査基準」による。

４）本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。

１－２

そ の 他

２－１

§２　共通事項

略 号

　ＡＢ

　ＢＰL

　ＤＦＰL

　ＦＰL

　ＨＴＢ

　ＳＰL

　ＷＰL

アンカーボルト

ベースプレート

ダイアフラム

フランジプレート

高力ボルト

スプライスプレート

ウェブプレート

　ＢＨ

　ＣＨＰL

　ＦＢ

　ＧＰL

　ＲＰL

　ＴＢ

　Ｗ1-9

組立てＨ形鋼

チェッカープレート

フラットバー

ガセットプレート

リブプレート

ターンバックル

溶接記号（§４参照）

§３　ボルト接合

３－１

高 力 ボ ル ト

　ボルトの長さ

締付け長さ

座金長さ

余長
(ねじ山1～6)

１．特記以外はすべてＳ１０Ｔ（トルシア形高力ボルト、上図）又はＦ１０とする。

２．本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの兼用はしてはならない。

３．ボルトの接合面の処理は、締付け摩擦面を平グラインダー掛け等を行い、黒皮を除去して一様に

　　赤さびを自然発生させる。ただし、ショットブラスト等を行った場合はこの限りでない。締付け

　　は１次締付け後、マーキングを入れてから本締めをする。

４．亜鉛メッキボルトの場合は、すべてＦ８Ｔとする。

ボルトの
呼び径　

締付け長さに加える長さ

Ｓ１０Ｔ

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

Ｆ８Ｔ,Ｆ１０Ｔ

３０ ２５

３５ ３０

４０ ３５

４０４５

３－２

高 力 ボ ル ト

の ピ ッ チ 　

e

g 1
g
2

b b b b

e p p p

g
1

標準

最小
ピッチ p

eはしあき

呼 び 径

孔 径

最小縁端距離
圧延縁,自動ガス切断縁等

Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

１８ ２２ ２４ ２６

６０ ６０ ６０ ７０

４０ ５０ ５５ ６０

４０ ４０(５０) ４０(５５) ４５(６０)

２８ ３４ ３８ ４４

２２ ２６ ２８ ３２

(　)内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。

ゲ ー ジ

g2

千鳥打ちのピッチ b

Ｍ１６,２０,２２ Ｍ２４

３５

４０

５５

５０ ６５

４５ ６０

２５ ４５

g1g2

g 1A

B
g1g2 g2

B
B

A

A or B g1 g2 最大軸径 最大軸径 最大軸径B Bg1 g2

**50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

30

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

16

16

24

24

24

**100

125

150

175

200

250

*300

350

400

60

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

22

22

24

24

24

22

24

**50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

16

20

20

22

*B＝300は千鳥打ちとする。

**印の欄のｇ及び最大軸径の値は強度上支障がないとき

　最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

３－３

形 鋼 の ゲ ー ジ

首下長さ

ナット高さ

せん断縁,手動ガス切断縁

g3

g3
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構造特記仕様書(4)・鉄骨工作標準図(1)

omurakouji
米子西EVA２



６－６

そ の 他

開先形状は設計図書による

Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合

柱がＨ形鋼の場合 柱が角形鋼管の場合

GPL-t

PL-6かつt/2以上

１）パネルゾーンのＰLの厚さ

２）出寸法

　　　　cTf≧28の場合　30

　　３．ＰL－ｃ（通しダイアフラム）　　仕口部に集結する梁の最大ＦＰLより２サイズUP以上かつ柱のＦＰL以上

　　２．ＰL－ｂ（水平スチフナ）　　　　仕口部に集結する梁の最大ＦＰLより１サイズUP以上

　　１．ＰL－ａ（鉛直スチフナ）　　　　上下柱のＦＰLの厚い方より１サイズUP以上

　　４．ＰL－ｄ（内ダイアフラム）　　　仕口部に集結する梁の最大ＦＰLより２サイズUP以上

　　５．ＰL－ｅ（折れ曲がり部）　　　　梁（柱）のＦＰLより１サイズUP以上

３）注記

　　１．ダイアフラムの材質は特記仕様書による。特記なき場合は、接続する柱及び梁の１ランク

　　　　上質とする。また接続する柱及び梁の強度及び材質の異なる場合は、強度は大きい方に同

　　　　じとし、材質は上の方の１ランク上質とする。

　　　　同質以上とし、折り曲げ加工又は溶接加工とする。

　　３．ハンチ部でＦＰLを折り曲げる場合はＲ≧10Tfとし補強プレートを入れる。ただし、勾配の

　　　　ゆるい場合（1/6程度）は不要。

　　４．ダイアフラムと梁フランジの溶接部は、梁フランジはダイアフラムの厚みの内部で溶接す

　　　　ること。（告示1464）

　　５．現場溶接を行なう場合は工事監理者の承諾を得、養生に十分配慮して行うこと。

§７　柱　脚

７－１

一 般 柱 脚

§８　壁面ブレース

８－１

ブレースリスト 符号 部 材
径 本数 let 脚長 Σl

溶接ＧＰL高力ボルト

30°

e

e

p
p
p
p

le

l

lW2,W3orW4

W1 or

　　１．ＧＰLの最小幅leが確保できない場合は、設計者の指示により板厚を変更する。

　　２．丸鋼を使用する場合は、丸鋼、ターンバックル共ＪＩＳ規格品を使用する。

　　３．床面ブレースは設計図書に明記なき場合は壁面に準ずる。

　　２．ｄ（６－２項）上下階で柱径が異なる場合の板厚は上下階柱の厚い方、材質は上下階柱と

　　イ　25mmかつcTf以上

　　ロ　cTf≦25の場合　25

W2
PL-e

W2
PL-d

直交梁

腰折れ柱

ﾛ

ﾛ

1
5
0
以
上

が
望

ま
し

い

設
計
図

に
よ

る

25

中心塗りモルタル200角
又は200φ以上とする
（Ａタイプも同じ）

D16を切断し天端をそろえる
（Ａタイプも同じ）

W1 W1
W1

W2,W3orW4

Ａタイプ（主柱） Ｂタイプ（間柱等二次部材）

無収縮モルタルの強度はＲＣ柱型
のコンクリート強度以上とする。

アンカーボルトの施工に誤差が
ある場合は台直しはせず右図の
様に補強する。

t

余長はネジ山３以上

アンカーフレームを使用
する場合は設計図書による

すべて座金付き二重ナットとする

無収縮モルタル流し込み 無収縮モルタル流し込みＢＰL

補強ＰLは座金を兼ねる

ＢＰL

ＡＢ
補強ＰL厚さｔはＢＰL厚さの1/2以上かつ6以上

設
計
図

に
よ

る3
0～

5
0

Hφ

≒30

45°以上

W1

W3 or W4

2ＰL(設計図による)

Ｅタイプ（0.4H＜φ≦0.5H）

　　0.5H以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。

§９　その他

９－１

貫 通 補 強

HH

3φ以上

φ

3
φ

2φかつ100+φ

φ

ＰL厚さはＷＰL厚さの0.5以上（片面）

W1

W1

H

3
φ

2φかつ100+φ

φ

W1

W1

2φかつ100+φ

ＰL厚さはＷＰL厚さの0.5以上（両面）
又は同厚さ以上（片面） ＰL厚さはＷＰL厚さの0.5以上（両面）

W1

W1

φ

W3 or W4

φ

Ａタイプ（φ≦0.1H）

Ｃタイプ（0.2H＜φ≦0.28H） Ｄタイプ（0.28H＜φ≦0.4H）

Ｂタイプ（0.1H＜φ≦0.2H）

Ｆタイプ

　　既製品（評定品）を用いた場合

ハイリング、フリードーナツ
ＯＳリング等　使用可

１．特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は

　　（これを満足できない場合は設計者の指示による。）

２．貫通孔を設ける範囲は右図の　　　部分を原則とする。

３．貫通孔が多くある場合はＷＰLを厚くした(ＷＰL+補強ＰL)

　　ＢＨとする。

H

H
/4

H
/
4

l

H

50以上
焼抜きせん溶接　@≒300

　合成スラブの場合はメーカー仕様による。

50以上

デッキプレート受け　FB-65×9
部分溶込み溶接

９－２

デッキプレート

p1 p1 p1

h

a 1

a2 e ep2

a 1
t

a2

P2 ≧ 5.0d

a1 ≧ 40

h ≧ 4.0d

7.5d ≦ p1 ≦ 300

a2 ≧ 100

e ≧ 40

d ≦ 2.5t

９－３

スタッドジベル
アークスタッド溶接

　h,p1,p2 設計図書による。

９－４

鉄 筋 の 溶 接

Ｃタイプ（ブロック壁の場合）Ａタイプ（標準） Ｂタイプ（軽微なＲＣ壁の場合）

p

50

W1 l=50

FB-65×6

D13以下

5
0
1
5

6
5

アークスタッド溶接

サイズ 0.5d 5d 5d

5
d

d

d d

▽
継手

H

W1

W1

t0

1
.5
t
0

鉄 骨 工 作 標 準 図 ( 2 )

§６　柱梁接合部及び継手

６－１

勾 配 屋 根

直交梁用 PL-b

Gは§4-2による

６－２

梁 通 し

６－３

仕 口 と 継 手

６－４

柱 通 し

６－５

現 場 溶 接 継 手

Tf

PL-b

PL-b

W2,W3orW4

W1

PL-e

75
以

上 PL-d

PL-c

直交梁

W2,W3orW4

W1

W1

W1 W2,W3orW4

cTf

cTf

W2

W2

W2,W3orW4

W1

W2,W3orW4cTf

W1

W1

W1

10

2,400以下を原則とする

梁現場継手位置

PL-a

梁FPL

30以上

30以上

W2,W3orW4
T
d T
f

PL-c
cTf

W1

直交梁

梁FPL

通しダイアフラム

PL-c

10

継手リストによる

W2,W3orW4

PL-c

ガス抜穴20φ

W2,W3orW4

PL-d

PL-d

W2

W2

W1

W1

W1

W2,W3orW4

W1

W2,W3orW4

G

W2

柱FPL現場溶接継手

ウェブは継手リストによる

R(曲率半径)以上

W2,W3orW4

G

W2

通しダイアフラム

2PL-　　　

柱溶接後切断

建方用ボルト
(　-M　　)

(PL-　　　)

35

下向き溶接とする

W2

G

梁FPL現場溶接継手

ウェブの継手は設計図書による

柱が角形鋼管の場合柱がＨ形鋼の場合

W1

通しダイアフラム

○イ

PL-b

PL-b

PL-b

PL-b W2,W3orW4

1
,
0
00
前

後

柱現場継手位置
ＨＴＢ継手

PL-d

柱FPL

PL-a

ｲ

ｲ

ｲ

ｄ柱径が異なる場合

ｲ ﾛ

b b

WPL

ﾛ

ｂ－ｂ断面

ａ－ａ断面

ｃ－ｃ断面

cc

a a

1
5
0
以
上

が
望
ま

し
い

1
50
以

上
が

望
ま
し

い

補強プレート 継手リストによる

フランジ板厚の10倍以上とする

W2

板曲げ加工半径rは 通しダイアフラム PL-c

30
～
50
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H-390×300× 10×16 9×260×170 122 24 12×300×350 12×110×350 6 90
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48 12×300×620 12×110×620 20 9×320×290 2

40 12×300×530 12×110×530

48 12×300×620 12×110×620
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符号

寸法
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一級建築士事務所 一級建築士登録　第128375号

FAX 0859-56-2988℡ 0859－ 56－ 2852鳥取県米子市淀江町佐陀66－ 1

松 田 建 築 事 務 所 松 田 俊 男

DRAWCHECK NO.鳥取県知事登録05－ 353号県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築） EV-1

昇降機設備工事特記仕様書（１）

引渡しを要するもの

構内に作ることが工 事 用 仮 設 物 ※ 出来る 出来ない

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項
　

Ⅰ．工 事 概 要

２　建物概要

建築基準法による
消防法施行令別表第一の区分番 号 建　物　名　称 構　造 備　　　考

延 べ 面 積 (㎡ )

１ （　　　　）項

２ （　　　　）項

３ （　　　　）項

４ （　　　　）項

５ （　　　　）項

（　　印の付いたものが対象工事種目）３　工事種目

番　号
工事種目 １ ２ ３ ４ ５ 屋外 備　　　　考

昇 降 機 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

※ 無し

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項
　

項　　目 特　　記　　事　　項

工事の施工に伴い必要な官公署その他への手続き、検査並びにその費用は、請負者の負担とする。１ 官 公 署 そ の 他 へ の 手 続

工事現場におく電気保安技術者は、鳥取県総務部営繕工事自家用電気工作物保安規程第５条に定める工事担当技術者

の職務を補佐し、当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務を行うものとする。なお、電気保安技術者の

資格は標準仕様書第１編第１章第３節１．３．２によるものとし、一般用電気工作物にかかる工事についても、自家

用電気工作物の場合と同様の業務を行うものとする。

２ 電 気 保 安 技 術 者

発 生 材 の 処 理 等

設ける。（寸法等は下図による。建築工事、電気設備工事等と一括して表示する。）

※ 工事表示板 お願い表示板

900 1,200

御通行中の皆様へ建　築　工　事　中
地色　白 地色　白

地色 地色

　工事名　○○○○○○新築工事

　構造・規模 鉄筋コンクリート造 ○階建

　　　　　　 延べ面積○○○○m2 　　簡単なパース、又は立面図を掲載する

　（拡大カラーコピーを張り付けてもよい）
　設計者 ○○○○○○設計

1
,
20
0

　　　　 ○○○○○○設計 　事業の目的

　施工者　○○○○○建設 　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　連絡先昼間　○○－○○○○ 　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

1
,
60
0

　　　　　夜間　○○－○○○○ 　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　　現場責任者 ○○ ○○

　現在の進捗率○○％地色　白

　事業協力のお願い

　　　　　連絡先　○○－○○○○ 　　　工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解と

　　ご協力よろしくお願いします。

記入要領 　施工者 ○○○○○○建設
　　　　　連絡先　　ＴＥＬ　○○－○○○○

地色　白　発注者 鳥取県１．書体は角ゴシックとする。

２．お願い表示板は平易な表現及び内容とし、 　　　　　　　ＴＥＬ　○○－○○○○

監督員が指示するものとする。

表 示 板

ﾏﾝｾﾙ記号

5YR6.5/11

ﾏﾝｾﾙ記号

5YR6.5/11

Ⅱ．特 記 仕 様

１　一　般　事　項
（１）

４　改修内容

特別管理産業廃棄物 ※ 無し 有り（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

有り（　　機器類　　　　　配管材料　　　　　　　）　

　　　　）

　　　　）

再生資源の利用を図るもの ※ 無し

有り（ コンクリート塊 アスファルトコンクリート塊

建設発生木材

引渡しを要するもの以外は、構外搬出適切処理とする。

提出した施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は発注者に移譲するものとする。施 工 図 等

完 成 写 真 等

電 線 本 数 ・ 管 路 等

エ レ ベ ー タ ー 設 備

非常用エレベーター設備

エ ス カ レ ー タ ー 設 備

小荷物専用昇降機設備

建 築 工 事

電 気 設 備 工 事

機 械 設 備 工 事

３

４

５

８

９

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用はすべて受注者の負担とする。

10

11

12

13

図 形 等 の 表 示

電 気 容 量 及 び 機 器 表 示

14

15

16

17 足 場

はつり工事における非破壊検査

は つ り

補 修 な ど

電動機出力、燃料消費量等は、原則として図面に記載されている値以下とする。

機器類の能力、容量等は、原則として表示された値以上とする。

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは監督職員の承諾を受けて変

更してもさしつかえない。

工事の施工に伴い既成部分を汚染又は損傷した場合は、既成にならい補修する。

既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

探査方法　　※電磁誘導式　　・　放射線透過検査　　・　

　工事期間 令和○年○月から○年○月まで

　令和○○年○月工事完成予定

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真撮影ガイドブック電気設備工事編　平成30年版」及び「工事写真

区　分 分類・規格 撮 影 箇 所 部 数

工 事 写 真 カラーサービス判 各工種工程毎 ※ １部 部

完 成 写 真 カラーサービス判 監督職員の指示による ※ ２部 部

次の図書を工事の完成引渡し時に監督職員に提出する。

区　　　　分 名　　　　　　称

※

※ 主要機器図

※ 試験成績書

※ 保守に関する指導案内書
※ 保守用説明書

※ 機器取扱説明書
（Ａ４版ファイル）

※ 主要機器一覧表

※ 保 証 書

※ 官公署の届出書類

完 成 図 等

※ 完成図　２つ折製本

部　　数

１部

部

※ ２部

部

※ ２部

部

１部

１部

施工図 原紙 ＣＡＤデータ ＰＤＦデータ

要 不要

要 不要

他 工 事 と の 取 合

他工事との取り合い 本工事 電気設備 機械設備 建 築

コンクリート壁、床、貼り貫通部のスリーブ

・箱入れ補強

機器類のコンクリート基礎

天井点検口

昇降路築造工事

昇降路内足場組立解体

乗場三方枠取付形鋼

乗場ボタン、インジケータ取付形鋼

乗場敷居取付形鋼

昇降路内中間ビーム

各階出入口の開口（乗場位置表示器・押釦等含む）

各階出入口枠周囲のモルタル詰工酸

乗場機器取付後周囲の壁及び床等の仕上げ工事　　

ピット内防水工事

昇降路頂部に機器吊上げ用フック、トロリービーム取付工事

動力用電源の昇降機制御盤までの配管配線工事

照明用電源の昇降機制御盤までの配管配線工事

アース線（Ｄ種）の制御盤までの引き込み工事

昇降路外のインターホン用配管配線工事

昇降路内点検用コンセント設置工事

昇降路内照明設備

昇降路内換気設備

昇降路内の煙感知器設置工事

非常放送用配管配線工事

遠隔監視メンテナンス用配管配線工事

軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

機器付属の制御盤及び操作盤から機器までの配線

スリーブ・箱入

補　　　　強

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

合併工事の場合は工種区分とする。

電子データの提出

完成図 原紙 ＣＡＤデータ※ ※ ＰＤＦデータ

２部※
※　　　完成図

※ 完成図（縮小版）

施工図

※ 完成図書

※ Ａ４版市販ファイル

Ａ４版黒表紙製本

完成図（縮小版）

原図ケース・製本図面の背表紙に「施設コード・部局名称」ラベルを貼り付ける。

７

６

下記のものを提出する。

撮影ガイドブック機械設備工事編　平成30年版」によるほか、監督員の指示による。

機器類は、図示する形状、配管等などの取出し位置及び製造品番により、特定製造者の製品を指示、限定しない。

完成図原図

１　工事場所 米子市大谷町

階　数

県立米子西高等学校管理教室棟 RC造 4

既存管理教室棟内の床を撤去の上、昇降機用のシャフト及び支持フレームを新設し、

昇降機設備（11人乗りロープ式）を設置

7
　監理者　○○環境建築局　建築住宅課

　鳥取県○○総合事務所環境建築局
　　　建築住宅課　営繕設備担当

　　　　　連絡先　　鳥取県○○総合事務所環境建築局
　　　　　　　建築住宅課　営繕設備担当

（３）

２　特　記　事　項

印の付いた場合は両方を適用する。※印と印の付いたものを適用する。※印の付かない場合は、

特記事項のうち選択する事項は　　印の付いたものを適用する。（２）

項目は番号に　　印の付いたものを適用する。（１）

電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築エ事はそれぞれの標準仕様書等及び監理指針を適用する。（３）

（２）

現場説明書、質問回答書、特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の標準仕様書のうち、

　　印の付いたものによる。

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和４年版）（以下｢標準仕様書｣という。）

公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和４年版）（以下｢改修標準仕様書｣という。）

公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（令和４年版）（以下｢標準図｣という。）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「機械設備工事監理指針（令和４年版）」（以下「監理指針」という。）を適用する。

一般共通事項のうち （１、２、４、５、７、８、９、１０、１７、１８、１９） 項は、　　建築　　　電気設備　工事特記仕様書による。

※

※

工事用電力・水・その他

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置にあたっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行

工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

工 事 安 全 計 画 書 等 建設工事公衆災害防止対策要綱及び建築工事安全施工技術指針を参考に工事安全計画書を作成し監督職員に提出する。

工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするための火災保険等に加入する。火 災 保 険 等

対象工事鳥取県公共工事環境配慮指針

工 場 立 会 検 査 ※　無し　　　　　　　有り21

20

19

18

（保険の加入期限は工事完成引渡しまで[概ね工期＋21日]とする。）

omurakouji
米子西EVA２



SCALE

NAME

TITLE

TOTAL

一級建築士事務所 一級建築士登録　第128375号

FAX 0859-56-2988℡ 0859－ 56－ 2852鳥取県米子市淀江町佐陀66－ 1

松 田 建 築 事 務 所 松 田 俊 男

DRAWCHECK NO.鳥取県知事登録05－ 353号県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築） EV-2

昇降機設備工事特記仕様書（２）

性能

材質

○ 各階案内表示板

○ その他

機　器

壁面仕上

床仕上げ 乗　用

人荷用

寝台用

かご室

○ 合成樹脂系タイル(2mm以上）

○ ゴムタイル張り(3mm以上）

○ 長尺シート

○ 鋼板塗装仕上（単色）

○ 化粧鋼板仕上

○ ステンレス板張り仕上

開閉方式

○ 各社標準

○ ４枚両開き戸(2CO)

○ ３枚片開き戸(3S)○ ２枚片開き戸(2S)

○ 各社標準

○ その他（戸開走行保護装置等2009改正建基法対応）

　合成樹脂製プレートと複写用紙が差込み可能な構造とする。

・各階案内表示板の仕様は、アルミニウム等の額縁で、Ａ３版の透明な

○ 要　　　　　　　　　○不要

　に専用インジケータを設置するカバープレートの仕上げは、製造者

　標準仕様とする。また、乗場には専用乗車ボタンを設置し、カバー

　プレートの仕上げは製造者の標準仕様とする。

・遮炎遮煙性能を有する防火設備は、建築基準法第６８条の２６

　第１項及び同法施工令第１１２条第１４項二号に適合したもの

　とする。

　かご室(カ)に示すものを全て備えるものとし、かご内専用操作盤上

号機名 １号機 号機名 １号機 号機名 １号機 号機名 １号機

項目は　●　を適用する。

構　　造

用　　途

種　　類

載　積　量

速　　度

出入口の数

停　止　階

制 御 方 式

（ロープ式）

基　準　階

備蓄機能

（油圧式）

（機械室毎）
予備品収納箱

乗合方式

管制運転等

電動機容量

回生電力

防音対策

○ アルミ　　○ ステンレス（SUS430)敷居材質

○ 縞鋼板(3.2mm以上）荷物用

○ 床用鋼板張り

○ 館内放送用スピーカー

○ 一般　　○ 非常 ○ 一般非兼用

○ ＢＧＭ　　○ 自動案内

○ 光天井（アクリルカバー付）照明器具

○ ダウンライト○ 間接照明

○ トランクルーム

仕上

○ ステンレス

○ 防犯窓

セイフティシュー

かご出入口検出装置

材質 ○ ステンレス

仕上 ○ ステンレス ○ アルミニウム

○ 出入口上部取付位置 ○ 操作盤上部

○ 操作盤組込

表示方法 ○ デジタル式　　　○ 照光式

○ カラー液晶式　　● 各社標準

○ 本工事　　　○ 別途工事

○ 録画装置　（○本工事　　○別途電気設備工事　○　　　　　　）

○ 録画装置設置場所　（　　　　　　　　　　　　　　）

○ モニター設置場所　（　　　　　　　　　　　　　　）

かご室

かご室内

付加仕様

かごの戸

かご操作盤

かご内

インジケータ

かご内

防犯カメラ

材質

材質

○ その他

○ ステンレス（ﾍｱﾗｲﾝ）（1.5mm以上）　　 （　　　階）

○ ステンレス（ｴｯﾁﾝｸﾞ）（1.5mm以上）　　（　　　階）

○ ステンレス（自然発色）（1.5mm以上）　（　　　階）

○ 各社標準

○ 化粧鋼板（1.5mm以上）

○ 塗装鋼板（1.5mm以上）

○ ｽﾃﾝﾚｽｴｯﾁﾝｸﾞ（1.5mm以上）

○ ｽﾃﾝﾚｽ自然発色（1.5mm以上）

○ 各社標準

○ アルミ　　　○ ステンレス

○ 遮炎性能

種類

材質（プレート） ○ ステンレスヘアライン

材質

取り付け位置

種類

○ ステンレスヘアライン

○ 幕板に組込み

○ 出入口上部

○ 照光式　　　○ ホールランタン

○ ホールランタン　（○樹脂製　　○その他　　　　　　　）

○ かごの昇降方向を知らせる音声装置

○ 塗装仕上鋼板（1.5mm以上）

○ 化粧鋼板（1.5mm以上）

○ ステンレス（ﾍｱﾗｲﾝ）（1.5mm以上）

○ ステンレス（ｴｯﾁﾝｸﾞ）（1.5mm以上）

○ ステンレス（自然発色）（1.5mm以上）

○ その他○ 各社標準

○ 要　（仕様は別図による）

○ 要　（取付階　　　階）

○ 押しボタンスイッチ　　　　○ キースイッチ

○ 要　（取付階　　　階）

○ テンキー式　　　　○ その他（　　　　）

三方枠

乗場の敷居

乗場の戸

乗場ボタン

乗場の付加仕様

インジケータ

幕　板

材質

非常着床用

出入口

パーキング

スイッチ

かご呼び出し
スイッチ

認証システム

○ ピット内排水管（別途工事）

○ その他排水対策

○ 不要

○ 不要

中間ビーム

ピット内

タラップ

昇降路の

非常止め装置

手動ブレーキ

開放装置

mm

mm

mm

mm

mm

mm

mm

mm

mm

mm

（延長　　　　　ｍ）（制御盤～　　　　）

不停止階（　　　　階）

○ 昇降路内機器

○ 機械室内機器

○ レール、ブラケット等

○ 全数

○ 施工日、施工箇所、施工人員、ｱﾝｶｰの

○ 耐震計算結果（安全率を含む。）で得られた引抜力の1.5倍の荷重

・エレベーター設備機器の固定等は、すべて「昇降機技術基準の解説２０１６年版」

　による。

３－Ａ－６　耐震措置

塗装・電気配線・その他３－Ａ－７

３－Ａ－３　乗場

３－Ａ－４　昇降路内機器

３－Ａ－５　安全装置

（機械室なしの場合は機械室不要　　電動機は昇降路内、電源盤及び制御盤は昇降路内又は乗場に設置）

３－Ａ－１　駆動装置等

３－Ａ－２　か ご　内

○ 施工箇所全て

○ 損傷を与える可能性がある場合のみ

　 種類及び呼び径ごとに１箇所

○ 別途監督員の指示による

　 ただし、アンカーの耐力性能未満の荷重とする。

機械室及び昇降路３－Ｃ－２

３－Ｃ－１ かご及び三方枠の形状

３－Ｂ－１ エレベーター監視盤

塗装標準

保守遠隔監視

（電話回線）

非常用

エレベーター

付加仕様

その他付加仕様

あと施工

アンカー

の施工

エレベーター

監視盤

表示操作部

その他付加仕様

かご内法

寸法

かご内の有効

出入口寸法

昇降路

非常通報

（ｲﾝﾀｰﾎﾝ） 遠隔監視サービスインターフェース（電話回線利用）により行う。

間口(ﾋﾟｯﾄ)

奥行(ﾋﾟｯﾄ)

間口(一般)

最上階ＯＨ

ﾋﾟｯﾄ深さ

奥行(一般)

高　さ

幅

高　さ

奥　行

大枠三方枠の形状

○ 停止位置表示

○ 単独設置　　○ 複合設置　　　○ 設置場所　（　　　　）

○ 商用・発電機電源表示

○ 状態表示（運転・上昇・下降・異常等）

○ 各管制運転・管制完了表示

○ 停電時自動着床表示

○ 地震時管制スイッチ（自動・切・手動）

○ 火災時管制スイッチ（自動・切・手動）

○ 帰着時管制スイッチ（帰着・切・継続）

○ パーキングスイッチ（運転・休止）

引張試験荷重（非破壊試験）

性能確認試験・施工後確認試験の数量

鉄筋、埋込み配管等の検査の実施

耐震計算を行う機器等

○ 改修標仕　第２編　第５章による

○ 回生電力備蓄システム

○ 不停止階制御

○ 要（標仕第４章による）

○ 配管　　　○ 配線

○ 要

○ ２種（表面平面度0.40mm：乗用・人荷用・寝台用）

○ ３種（表面平面度0.50mm：荷物用）

○ 間接油圧式

○ 寝台用　　　　　　○ 荷物用　　　　　　○ 非常用

○ ２（貫通二方向型）

　正面：　　　箇所　　背面：　　　箇所

○ 交流２段速度制御（AC2)

○ 有

○ 要（別紙仕様による）

○ 要（鉄製キャビネット）

○ 単式自動（荷物用）

○ 群乗合全自動（MSC)(２台並列）

○ 全自動群管理(GSS)

○ 全自動群管理ﾋﾟｰｸｻｰﾋﾞｽ(GSS・PS)

○ 群管理対象機：　号機～　号機

○ 専用運転付

● 地震時管制運転（Ｓ波、Ｐ波感知器付き）

○ 非常時発電（自家発）時管制運転

　　○ 巻上機を底部に設置する場合のみ

○ 浸水時管制運転

○ 長尺物振れ管制運転

● 閉じ込め時リスタート運転

○ 緊急地震速報連動運転

● ロープ式　（機械室　○ あり　　● なし　）

● 乗用　　　　　　　○ 人荷共用　　　　　● 車いす兼用

● １（正面のみ）

● 　　　　　　　１Ｆ～　４Ｆ

○ 不停止階　　　　Ｆ～ 　Ｆ

７５０　kg（　１１ 人）

　４５ 　ｍ/ｍｉｎ

● 階高　３９６０ 　ｍｍ

● 可変電圧可変周波数制御（VVVF）

● １階　　○ 　階　

ＡＣ－３.５　ｋｗ

● 各社標準

● 乗合全自動（SC)

● 火災時管制運転

● 停電時救出運転（停電時着床装置）

● ピット冠水時管制運転

● 各社標準

● 各社標準

● 各社標準

●管制運転等表示装置

● インターホン

●かご内操作盤組込み

● かご内換気

● 各社標準

● 磁石式又は粘着式　　　○ フック式

● FL+1,800まで

● 着脱式壁保護材

● 荷摺（ステンレス）　（● 人荷用（0.3ｍ程度）　　　　）

○ 塗装鋼板　　　　　　　　● 化粧鋼板

● ２枚両開き戸(CO)

○ 片側　　● 両側

● 多光軸式　　　○ 光電管式

● 各社標準

● 登録済呼び取消し機能

● 開延長ボタン（荷物用・人荷共用・寝台用）

● 各社標準

● 各社標準

● ｽﾃﾝﾚｽﾍｱﾗｲﾝ（1.5mm以上）

○ 鋼製　　　　● 各社標準

○ 化粧鋼板（1.5mm以上）　　　　　　　　（　　　階）

● 塗装鋼板（1.5mm以上）　　　　　　　　（　 各 階）

● 遮炎遮煙性能

● 各社標準

● 乗場点字注意銘板

● 乗場側利用者検知機能

● 各社標準

● 乗場ボタンに組み込む

● 各社標準　　○ デジタル式

● 要　（取付階　　１階）

○ 要　　　　● 不要

○ 要　　　　● 不要

● 要

　対象機器の耐震安全分類は、（ ○耐震クラスＳ１４　　　●耐震クラスＡ１４ ）とする。

● １種（表面平面度0.30mm：乗用）

● 配線接続以外別途工事

間　口 mm１４００

１３５０

２３００

８００

２１００

● 普及型（標仕第２章による）

○ 一般型（標仕第３章による）

・かご室内付加仕様を有する場合は、標準仕様書第9編第3章3.2.2.3

● 非常時の連絡先は昇降機メンテナンス契約に含めることとし、

● 一般用　　　● 身障者用

〇 一般用、身障者用一体型

● 表示装置

〇 かご内強制換気

〇 乗場側利用者検知機能

omurakouji
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（ エレベーター工事）Ｔ ． Ｃ保護金網

（ 電気工事）ピッ ト点検用コンセント

Ｐ
ｙ

Ｐ ｘ

上記　荷重による柱及び梁のたわみは５ｍｍ以下となるよう 選定下さい。

Ｐｙ最上階

Ｐｘおもり側

Ｐｙ一般階

Ｐｘおもり側

Ｐｙ最上階

Ｐｘかご側

Ｐｙ一般階

Ｐｘかご側

レール反力リ スト（ 地震時作用荷重） Ｎｏ ．１

ｋ Ｎ６． ６０

ｋ Ｎ９． ８０

ｋ Ｎ３． ３０

ｋ Ｎ６． ５０

ｋ Ｎ３． ２０

ｋ Ｎ４． ６０

ｋ Ｎ２． １０

ｋ Ｎ４． ２０

県立米子西高等学校管理教室棟エレベーター整備工事(建築） 一級建築士事務所 一級建築士登録　第128375号

FAX 0859-56-2988℡0859－56－2852鳥取県米子市淀江町佐陀66－1

松 田 建 築 事 務 所 松 田 俊 男
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W1
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T1

T2
T3

T4

鉄骨部材記号表　（ 建築工事）
部材記号 部材用途 部材サイズ

CH1
CH2

CH3

レール支持柱
レール支持柱

レール支持柱
三方枠取付材

バックアングル取付材
敷居取付材

吊元（荷重9.8kN用）
トロリービーム（荷重19.6kN）

トロリービーム（荷重9.8kN）

CH2 CH2 CH2CH1 CH1 CH1

C
H
1

C
H
1

CH2CH2

】
内
面

【
T
1

】
【
W
1

】
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W
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H-150x150x7x10
H-125x125x6. 5x9

H-125x125x6. 5x9
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t12（ φ75穴付）
H-150x150x7x10

H-125x125x6. 5x9
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】
【
W
1

】
【
W1

】【 CH3

5352600

235

800

2345790

235
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2300 65

（ 電気工事）電源引込み（ 受電盤への接続）

（ 電気工事）配線引込み

・ インターホン配線、電話線

・ 動力・ 照明、接地線

・ 荷重：

】EHST9【吊元フ ッ ク （ 建築工事）

kN９．８

m３引出長さmm６５０４階Ｆ Ｌ －

mm１３５０４階Ｆ Ｌ － m３引出長さ
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EV-5

3階・4階 昇降路平面図 Ｓ＝1/20
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鉄骨部材記号表　（ 建築工事）
部材記号 部材用途 部材サイズ

レール支持柱
レール支持柱

レール支持柱
三方枠取付材

バックアングル取付材
敷居取付材

吊元（荷重9.8kN用）
トロリービーム（荷重19.6kN）

トロリービーム（荷重9.8kN）

H-150x150x7x10
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製品の型番は、仕様変更などで変更・ 廃止されている場合があり ます

BV95351+BV95381H（

（

（

（

・ パナソニッ ク

・ ニッ タン

・ 能美防災

・ ホーチキ

点検ボッ クスは下記エレベーター昇降路専用品と して下さい。

以
内
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煙感知器詳細

リ ミ ッ トスイッ チ付（ エレベーター工事）

昇降路頂部

（ 電気工事）

煙感知器
屋外の場合は、防水形点検扉とする。
とする。
外部に引き出した状態で点検可能な構造

昇降路頂部に煙感知器を設置する場合は

以上の鋼板製（ 電気工事）1. 5mm

施錠装置付点検扉
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鉄骨部材記号表　（ 建築工事）
部材記号 部材用途 部材サイズ

CH2

CH3

レール支持柱
レール支持柱

レール支持柱
三方枠取付材

バックアングル取付材
敷居取付材

吊元（荷重9.8kN用）
トロリービーム（荷重19.6kN）

トロリービーム（荷重9.8kN）

H-150x150x7x10
H-125x125x6. 5x9

H-125x125x6. 5x9
L-75x75x6

L-65x65x6
L-150x150x12

t12（ φ75穴付）
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断面図

1 : 20

出入口壁穴明図
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断面図
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シルブラケッ ト

（ エレベーター工事）
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（ エレベーター工事）
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鉄骨部材記号表　（ 建築工事）
部材記号 部材用途 部材サイズ

CH1
CH2

CH3

レール支持柱
レール支持柱

レール支持柱
三方枠取付材

バックアングル取付材
敷居取付材

吊元（荷重9.8kN用）
トロリービーム（荷重19.6kN）

トロリービーム（荷重9.8kN）

H-150x150x7x10
H-125x125x6. 5x9

H-125x125x6. 5x9
L-75x75x6

L-65x65x6
L-150x150x12

t12（ φ75穴付）
H-150x150x7x10

H-125x125x6. 5x9
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標準装備仕様

及び

基本仕様

広角ミ ラ ー付操作盤

しきい間すきまレス

故障時最寄階自動着床運転

イオン発生装置

気配り アナウンス機能（ 非常時４ヶ国語対応）

行先階取消し機能

戸開放時間自動設定

反転時呼び一括キャンセル機能

２Ｄ多光軸（ マルチビーム） ドアセフティ

照明・ 換気装置自動休止機能

ローラーガイド（ かご、おもり ）

概
略
仕
様

有　全自動形（ ピ ッ ト冠水時（ 最寄階） ）浸水時／冠水時

単相

三相３線

（ １台）

かご内連絡装置

耐震ク ラ ス

停電時自動着床装置

自家発時

火災時

地震時管制運転

照明

動力電源

電動機出力

ドア方式

出入口寸法（ Ｗｘ Ｈ）

かご内法（ Ｗｘ Ｄｘ Ｈ）

停止ヶ所・ 出入口方向

操作方式

制御方式

速度

積載量（ 定員）

用途（ 形式）

）ギヤレス（

方向1）１～４Ｆ Ｌ（ ヶ 所４

ｍｍ２ １ ０ ０Ｘ

ｍｍ２ ３ ０ ０Ｘｍｍ１ ３ ５ ０Ｘ

Ｖ１ ０ ０ Ｈｚ６ ０

Ｈｚ６ ０Ｖ２ １ ０

　 車いす仕様)ＳＰ １ １－ＣＯ４ ５（

人）１ １（

２ ４ Ｖ同時通話インタ ーホン

Ａ１４

有

無

有

有（ Ｐ波＋Ｓ波感知器（ ３段検知） リ スタ ート機能付）

２枚戸中央開き（ 電動式）

ｍｍ８ ０ ０

Wｋ３ ． ５Ａ Ｃ－

ｍｍ１ ４ ０ ０

乗合全自動方式

交流インバータ制御方式（ 回生無）

ｍ／ｍｉ ｎ４ ５

ｋ ｇ７ ５ ０

乗用

Ｎｏ ． １

乗
場
仕
様

遮煙 有全階

敷居 全階

ドア 鋼板製単色塗装仕上全階

三方枠 大枠・ 全傾斜　ステンレス製ヘアライン仕上全階

フ ェ ースプレート 平板　 ステンレス製ヘアラ イン仕上全階

インジケータ デジタル階床表示式全階

ボタン

インジケータ

乗場 ボタン 抗菌凸矢印ボタン（ Ｓ Ｉ Ａ Ａ認証）全階

か
ご
仕
様

敷居

床

幅木

側板

幕板

ドア 化粧鋼板

出入口柱

リ ターンパネル

換気装置 ファ ン・ かご内リ フレッ シュ機能付

フ ェ ースプレート 標準（ 広角ミ ラー付） 　抗菌樹脂成形品（ ＳＩ ＡＡ認証・ 一部鋼鈑製）

インジケータ 液晶（ カラ ーユニバーサルデザイン認証）

操作盤 ボタ ン 抗菌凸文字ボタン（ Ｓ Ｉ Ａ Ａ認証）

天井照明

３本×・ 火報信号　無電圧ａ 接点： φ１． ２

（ 電気工事）

特記事項

　乗場点字注意銘板

　音声案内装置（ 日本語・ 英語）

　 点字銘板（ 車いす用品を含む）

視覚障がい者対策

０ 、一体形スタ ッ ド止め、 Ｈ３ ００ ｍｍ）.　 荷摺（ ステンレス製ｔ ２

　 かご側面手摺（ ステンレス製ユニバーサル手摺（ φ３８ ） 、 ２方向）

　かご内鏡（ ステンレス製鏡面）

　 かご内専用（ 主・ 副） 操作盤

　 専用乗場ボタ ン

車いす仕様

国土交通省仕様

無償保守期間　１２ケ月

レール割付： ４ｍレール

フ ェ ッ シャ ープレート

高調波対策

故障接点支給

かご上ブザー

床マッ ト

磁石式保護マッ ト （ 分割形、 ３面、 Ｈ１ ８ ０ ０ ｍｍ） ［ 消臭、 菌・ ウイ ルス抑制タ イプ ］

お知らせドアセンサー

スマート ドア （ ※乗場出入口付近の照度は５ ０ ルク ス以上必要）

機械式ドアセフ ティ （ 両側）

非常呼びボタ ンカバー（ 透明樹脂製）

非常呼びボタ ン応答灯

戸開延長ボタン

換気ボタ ン

表示灯（ 休止、換気）

号機名（台数）

(参考)エレベーター仕様

輪台車を使用するものと し 、台車の重量を含む）4　 （250kg

※フ ォーク リ フ トの使用はできません。

重量物の積込みは、一回当り荷重条件以下で積込み下さい。

荷重条件積込み荷重制限

V. 22. 03）0198163- 1（ ）Ｆ Ｃ（

ピッ トコンセント容量

電話用配管・ 配線

インターホン用配線

２ｍｍ接地線最小サイズ

建屋側ＭＣＣＢ

最大引込み距離（ ｍ）

２ ）動力線サイズ（ ｍｍ

最大電流

照明

動力電源設備容量

号機名

（ １台１回線）

電源設備
Ｎｏ ． １

ｋ Ｖ Ａ／台１

本１ ０

Ｐ１・ 電話線配管１９φ

×０ ． ９φ

２

Ａ３ ０

Ｖ２ １ ０

Ｖ１ ０ ０

２ ２ ６１ ２ ９８ ４

１ ４８５ ． ５

Ａ２ ０ ． ３

ｋ Ｖ Ａ１ ． ５

ｋ Ｖ Ａ４

1
3
0

か
ご
内
法
　
13
50

か
ご
外
法
　
15
05

2
5

出入口幅　800 300300

かご内法　140025 25

かご外法　1450

（主）専用操作盤（副）専用操作盤

平面図

最
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00

（主）
かご操作盤

正面図
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側面図
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背面図

かご室意匠図
１：１５

昇降機部分詳細図

外部インターホン：事務室に取付

）Smokeproof遮煙のりばドア（
適用階 認定番号　ＣＡＳ－１０７４（ ２ ）１ ～４ Ｆ Ｌ

×φ非常放送用配線 １．２ ２Ｃ

各社標準

各社標準

各社標準

各社標準

各社標準

各社標準

各社標準

各社標準

各社標準
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